
１. はじめに

黒木 本日は, 貴重なお時間を割いて座談

会にご出席賜り, 厚く御礼申し上げます｡ ３

人の先生に, 初めに, なぜ学生時代に経済学

の研究の道を選んだかということで, 学部生

時代の思い出から始めて, 続けて大学院時代

にどういった研究に集中されたかということ

をお伺いします｡ 続いて, まずは私と浅田さ

んとの出会いだとか, それからニュースクー

ル (注：ニューヨークにある, ��� �����������������������) で野下さんと初めて
出会った頃の思い出などを話しあって行きた

いと思います｡ ����年代のバブル崩壊を受け
て, 特に浅田さんや私はミンスキーの理論が

ぴったり当てはまるのではないかということ

を, 私は私の立場で考え, 浅田さんは浅田さ

んの立場から研究されて来たので, そのあた

りの経緯などをお話しください｡

ニュースクールから日本に帰ってきて, 浅

田さんと私は, マクロと金融の関連という視

点から, 今お話ししたミンスキーの不安定性

理論の深掘り, という方向で研究を進めてき

たのですが, それに対して, 野下さんはどの

ようなスタンスを取られていたのか, お伺い

できたらと思います｡ さらには, マルクス経

済学の研究に没頭していた頃の思い出, とか,

今, それをどう考えたらいいかなど｡ また,

高須賀義博先生の思い出や影響について, わ

れわれの共通項は高須賀先生ですから, 少し

お話ししていただきたいと思います｡ マルク

ス経済学に関しては, 当時, 東大は, ある意

味, マルクス経済学の牙城だったので, 平井

さんには東大時代の思い出を語ってください｡

後半では, せっかくケインズ学会会長の平

井さんに来ていただいているので, 世界経済

的な観点, 歴史的な観点, さらには現状を踏

まえて, 経済学の可能性について語りあいた

いと思います｡ それから, 経済学の取り組む

べき課題や今後の展望, 経済学教育の意義,

あるいは場合によっては憂慮などについても

思うところをお話ししていただきたい｡ とに

かく今日は, それぞれの立場で自由に語り合

いましょう｡

２. 経済学事始め

黒木 私から口火を切らせていただきます｡

私が早稲田大学に入学したのが����年｡ ����
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年の安保闘争は, 東大紛争やベトナム反戦運

動などがあって盛り上がりましたが, 一方で,

だんだん学生運動全体が収束, 沈静化し始め

た頃でもありました｡

私が早稲田を目指した理由の一つは, 高校

生のときに, 早熟というか, 当時話題になっ

た西川潤先生の 『飢えの構造』 を読んで, 是

非, 西川先生のところで学んでみたいと思っ

たことですね｡ 今後は, 東西対立ではなく,

南北問題だ, 先進国による低開発国の搾取だ,

と｡ 当時は, 開発・発展の遅れた国々を後進

国とか低開発国とか呼んでいました｡ 結局,

早稲田の政経に入学して, 西川ゼミに入れて

もらえましたが, 当時, 先生は若かったせい

もあったのか, 非常に張り切っておられて,

いきなり原書を読ませ, 学部のゼミなのに日

本語の本は一切使わない｡ 今思うと, とんで

もなく厳しいゼミでした｡ ゼミ自体は３年か

らでしたが, 私はすでに１年生のときから外

書講読の授業で西川潤先生にはずっとお世話

になっていて, その頃の思い出を少しお話し

しましょう｡ 当時の早稲田は内ゲバがひどく

て, その象徴が川口君事件でした｡ 川口大三

郎君という文学部の学生が, 内ゲバで殺され

たんです｡ それでノンポリの一般学生まで騒

ぎ出しました｡ 早稲田は, あるセクトに牛耳

られていて, 大学当局も飼い犬みたいな感じ

で, 自治会費や学園祭費などの名目でお金も

流していた｡

浅田 極左セクト同士の対立で, それに巻

き込まれて川口君が殺されちゃったという事

件｡

黒木 それで大学を牛耳っているセクトの

連中を追い出そうということで, 一般学生を

中心に全学運動が起こった｡ 政経の場合は,

自治会が事実上なかったのに, 過激派のセク

トが僭称 (せんしょう) していたので, そん

なことは許せんということで｡ 私はまだ１年

に入ったばかりでしたが, クラスの代表にな

って, 結局, 自治会の副委員長に選出されて

しまって大変だったんです｡ もう, 対立する

過激派には狙われるし, 試験も受けられない

し, ということで｡ 大学に行ったらゲバ棒が

待っていますから｡ そんな中, ｢こういう状

況なので試験, 教室で受けられないんですが｣

と西川先生に訴えたら, ｢君の試験は私の研

究室で受けていいから｣ と仰って, 特別に研

究室に呼ばれて受けさせてもらいました｡ 研

究室には, 殺されたチリのアジェンデ大統領

と一緒に写った写真が飾ってありました｡ こ

のときの先生との思い出は, いまだに宝物で

すね｡ 政経の教授陣をキャンパスに引きずり

出して, 自治会再建のためにつるし上げ団交

も行いましたが, 西川先生はベージュのトレ

ンチコートに身を包み, 颯爽としておられた

のがとても眩しかった｡

平井 浅間山荘はもっと後？

浅田 浅間山荘の事件のほうが前 (注：����年２月)｡ 浅間山荘事件は僕が高校生の
ときにあった｡

平井 私は大学院で, 街の食堂のテレビを

見ていました｡

野下 私はもうどうしようかなと｡ 勉強し

なきゃいけないが, 面白いから｡

浅田 もうちょっと言うと, ニュースにも

なったが, あの赤軍派の連中が仲間を次々に

殺して山奥に埋めたでしょう｡ それで, 殺さ

れて埋められた中に, 僕の卒業した東海高校

の先輩がいたんだ｡ 殺されて埋められてしま

っていた｡

黒木 こんな事件もあって, この頃, 学生

運動全体はもう終息に向かっていたんです｡

とにかく混乱期だった｡

浅田 結局, 自滅した｡ 仲間内で殺し合い

を始めて, 世間の支持が得られなくなって,

自滅したんだ｡

平井 学生運動があれで自壊しちゃったん

ですよね｡

黒木 ただ, その後もセクト同士の争いが

一部の大学では続いていて, そうした中で川
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口君が殺されてしまったのです｡

浅田 その後もね｡ だから, 実は ｢昔は良

かった｣ なんていうのは嘘っぱちで, とんで

もないでたらめな時代だったんですよ｡

黒木 とんでもない時代｡ 本当におっしゃ

るとおりで｡ 秋田明大, とかいう, 当時の闘

士が, 朝日ジャーナルに ｢我々の闘争はお祭

り, みたいなもんだったんですよ｣ と書いて

いたのを読んで, がっかりしたというか, 怒

りが込み上げてきたのを憶えています｡ われ

われは何のために真剣に学園闘争に参加した

のだろう, 共感したのだろう, と｡

平井 皆さんの世代よりも, 私の場合はも

っと状況がひどかったですから｡ 後でお話し

しますが｡

黒木 川口君が殺された事件を経て大学の

自治会再建運動が落ち着いたところで, 私は

ゼミに没頭するようになりました｡ 西川先生

は, 世界経済は, 今や, 東西の対立問題では

なく, 南北問題であり, 先進国による途上国

の搾取という視点や政治的経済的自立の可能

性という観点から, 歴史的・現状分析的に解

明されなければならない, という立場でいら

した, と思います｡ この問題の一連の海外論

文をまず原文で読まされて, はじめに知った

のは, 特に南北問題の始まりが, これが面白

いんですが, 世界的な規模での北と南ではな

くて, イタリアだったということです｡ イタ

リアの中での, 発展した北部と, 停滞した南

部という視点の論文をまず読まされた｡ イタ

リア国内での格差が, 南北問題の始まり, と｡

そういう古い論文から読まされて, そういう

意味では随分鍛えられたと思います｡ 理論的

にも｡

平井 北部リーグというイタリアの政党ね｡

あれがそうした状況を象徴していました｡

浅田 ����年代｡
黒木 ��年代, ��年代, その頃｡
浅田 イタリア北部は割と発展していて,

工業地帯で, 比較的豊かなのに対して, 南部

は農業地帯で比較的貧しかった｡

黒木 農村しかないですからね｡ イタリア

の農村や農業労働者の境遇を扱った 『苦い米』

という映画がありました｡

平井 それは今でもそうです｡

黒木 当時の理論的な支柱という意味では,����年代, ��年代ですが, ハーシュマンとか
ヌルクセなどで, ハーシュマンが不均等発展

の理論で, ヌルクセが均等的な発展, つまり,

それぞれの産業分野が均等に発展していくほ

うが望ましいという理論を展開した｡ その類

いの論文を多数読まされました｡ 私が名前を

覚えているのは, エッカウスという人で, そ

れぞれ生産要素の賦存状態の偏りで, つまり,

資本集約的か労働集約的かで産業構造が決ま

っていくみたいな, そういう極めて基本的だ

けれど重要な論文を, 学部時代に原文で読ま

されたわけです｡ その上でいきなり先生が,

当時は先生というのは権力があったというか

権威がありましたから, これで論文を書けと

いうふうに, 原書などをそれぞれゼミ生に渡

すわけです｡ 私に割り当てられたのは, アル

ジリ・エマニュエルという人の 『不等価交換

論』｡ それも原本はフランス語で, アメリカ

から英語の翻訳版が出たばかりでした｡ ｢こ

れで君は卒論を書きなさい｣ と言われた｡ 翻

訳に追われて大変でしたね｡ ４年生なのに,

夏休みも冬休みも無かった｡

浅田 西川さんはフランスのグランゼエコ

ール, とか, だよね｡

黒木 そう｡ パリ大学高等学術研究院｡ 西

川先生自身は, ７年か８年間, フランスにず

っと留学していた｡

野下 エマニュエルは, フランス人だっけ？

黒木 と思うが, 元々は確かギリシャ系で

はなかったか｡ はっきりとは憶えていない｡

浅田 だけど, フランスで何か活動をして

いたんでしょう？

黒木 そう｡ 学問的な活躍は, フランスが

舞台｡ ただ, エマニュエルという人は面白く
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て, というか, 当時の従属理論の立役者の一

人とは思うが, フランクだとかアミンだとか,

そういう連中と一緒に徒党を組んで, という

感じでは必ずしもなかったのではないか, と

思う｡ 読めば分かるが, 極めてアカデミック

な人だと思う｡ 特に, 私が影響を受けたのは,

マルクスの生産価格理論を南北問題に適用し

て, 生産価格体系そのものを基にしながら,

資本の国際間移動による利潤率の国際的均等

化が働くことで, 結果的に北の国が南を搾取

している, との主張です｡ 近年, 資本は世界

的に移動できるようになったが, 労働は依然

として国家間を越えることはできないという

前提で生産価格体系を組み直して, 北の資本

による南からの価値移転, という搾取理論を

展開した｡ 途上国では, 交易条件の現状から

賃金が低く評価され, 貿易をつうじての, そ

して低賃金を目指した北からの資本流入での

搾取が可能だ, という理論｡ 基本は, リカー

ドウの比較生産費説だが, 資本は移動できな

い, という仮定を外したんです｡ 私はそうし

たエマニュエルの理論構成に大いに影響を受

けたわけですが, その本の中でエマニュエル

が, スラッファに言及するわけです｡ 確か,

長い注の中で, 本当に需要は, 価格水準に影

響しないんだろうか？ と, 供給側だけに注

目するスラッファ体系に疑問を投げかけてい

たのを思い出します｡ そのとき初めてスラッ

ファの存在を知りました｡

浅田 でも, あれは結局, マルクス経済学

がベースで, 日本で独自にやっていた国際価

値論とかいうのと似ているんだよね｡

野下 国際価値論とは逆｡ 要するに, エマ

ニュエルのモデルでは途上国が先進国に搾取

されている｡ つまり, 各国ごとに世界共通の

生産基盤があって, 生産性が一定と仮定され

ている｡ だから, 南から価値が搾取されてい

る｡ 僕は木下悦二先生に教えてもらったが,

本来の国際価値論というのは, 各国で生産性

が違うんだよ｡ それが南北問題の所得の違い

に反映されているのであって, 世界市場の価

格については等価交換｡ ただ, 南の国の単位

労働あたりの生産性と, 先進国の単位労働あ

たりの生産性が違う｡

浅田 生産性が高ければ, それだけ豊かに

なる｡ ただそれだけのことです｡

野下 豊かになる｡ だから, そういう問題

はあるが, 先進国との所得格差というのを,

単純に搾取問題にすり替えるのは, 国際価値

論からするとおかしい｡

浅田 エマニュエルは不等価交換と言って

いるから, 要するに等価交換じゃないわけで,

労働が移動しないから, 賃金格差があって,

さらに比較優位が働けば, 価値が移転し得る｡

けれど, 今みたいに移民がしょっちゅう移動

していたら, 話は違うだろう｡

野下 問題は, ある国の生産構造, 要する

に国民的生産力, もしくは価値体系がそれぞ

れ独自であって, 異なった価値体系の商品が

世界市場で交換されると所得格差が生まれる

というのが, 国際価値論の正統的な理解かと｡

黒木 日本には国際価値論争はずっと昔か

らあった｡ 木下悦二さんとか, 名和統一さん

とか, 赤松要さんなどによる論争｡

野下 だから, 国際価値論の対立は, 世界

を平べったい均一な構造として見て考えるか,

それとも各国の価値体系がそれぞれ相対的に

独立したものとして見るかの, 世界経済の構

造の認識の違いなんだ｡ 異なった価値体系で

生産された商品でも世界市場では同じ価格が

つくので所得格差が生じる｡ 木下悦二先生の

受け売りなのだが, 世界経済では価値体系を

相対理論的に捉えなければならない, という

発想は, この場合は特殊相対理論にとどまっ

てはいるけれど, 面白いと思った｡

浅田 いずれにしても, そういうことをや

っていたのは, 当時はマルクス経済学の人た

ちだったのですね｡

黒木 ただ, 私が, 日本のそういう国際価

値論争にちょっと限界を感じていたのは, 理
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論的な展開にもう一つ展望を見出せなかった

からです｡ それでエマニュエルの生産価格理

論にのっとった理論展開の可能性に魅力を感

じて, さらには, それ以降, スラッファのほ

うに目が向くようになりました｡

浅田 結局, 日本の場合は言葉だけでやっ

ていて, システムがはっきりしない, 方程式

がない｡ だけど, エマニュエルなんかだと,

いろいろ問題はあると思うが, とにかく何か

方程式を使って言いたいことを表現しようと

した｡

３. (財) 電力中央研究所時代と大学
院での研究生活

黒木 とにかく, 私は国際的な不等価交換

論で卒論を書き, 学部を卒業して, いったん

社会に出るんです｡ (財) 電力中央研究所の

経済研究所に研究員として採用になりました｡

一応, 銀行や商社とかもいろいろ面接に回っ

たのですが, 当時はオイルショックの煽りを

受けてすごく就職難で, 行きたかった会社は

全滅でした｡

浅田 電力中央研究所は原発の研究も？

黒木 いや, それについてはちょっと一言,

言いたい｡ 電中研は理系が中心ですが, 私の

配属された部署は経済研究所でした｡ 当時,

社会的アセスメントといって, 例えば, 原発

を造るか造らないかの社会調査を多面的に実

際にやるわけです｡

浅田 安全だという結論を出さないと怒ら

れる？

黒木 それで, 純粋に研究者として入って

きた人がほとんどだったので, 皆さん悩んで

いた, と思う｡ 実は経済研究所のコアな部門

は計量経済学の計量モデルの作成で, パイオ

ニアだったから, 結構当時は有名だったんで

す｡ 電中研モデルといって｡ 当時の顧問は森

口親司さんなどで, 専門の先生たちが始終来

て, 指導されていたんです｡ 私は, 幸か不幸

か, そこには配属されなかった｡ オイルショ

ックを受けて, 石油以外にも資源価格が高騰

したので, それで電力会社や日本の大黒柱で

ある産業が今後どうしていったらいいかとか

いう問題を研究するために資源エネルギー問

題のセクションに回された｡ 経済の計量分析

というよりももっと幅の広い政治経済的なア

プローチで, 世界的な, 特に南側からの資源

ナショナリズムの運動を受けて, それぞれ,

先進国を含めて各国がどういうエネルギー対

策を取ろうとしているのか調査しろ, という

命令を受けて, 冊子をまとめました｡ それが

私の初めての公になった活字論文なんですけ

ど, その筋では, 結構, 反応がありました｡����年に始まった第一次オイルショックの影
響が覚めやらない頃です｡ だから初めは現実

的な分析をやっていたんですが, でも, 何と

なく物足らなくて, できれば大学に戻ってア

カデミックな研究をしたいなという気持ちが

ずっとくすぶっていました｡ 今井賢一さんと

いう, 有名な経済組織論の専門家も, 電中研

に研究員でいながら大学院に派遣させてもら

っていたので, 私も, と｡

平井 まだ健在ですよね｡

浅田 そういえば思い出した｡ 岩波の価格

理論, １, ２, ３に書いていた｡ その第３巻

が産業組織で, それを今井さんが書いている｡

黒木 とにかく, まだオイルショックが起

こる前は, 電力会社は余裕があったのか, 研

究員でいながら大学院に行って勉強をさせて

もらえていた｡ 自分も行かせてもらえるかな

と思って, しばらく早稲田の大学院に行きな

がら, 電中研で仕事をしていたんですが, あ

る時呼ばれて, どちらかを選べと言われまし

て｡ じゃあ, 大学院に行きますと｡ 電中研を

辞めますと言って, 早稲田の大学院に籍を置

いて, 純粋に研究の道に入ったというのが,

私の大学における研究者としての始まりなん

です｡ ゼミは, 伊達邦春先生のところに入っ

たのですが, 伊達先生はお顔が広かったもの

だから, ミクロ経済学では慶應大の福岡先生
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を早稲田に迎えられてお世話になり, 浅田さ

んのお師匠さんの荒憲次郎先生にもご紹介い

ただいて非常にありがたかったのを思い出し

ます｡

浅田 黒木が早稲田の大学院に入ったのは

何年だっけ｡

黒木 浅田さんが大学院に入るのと一緒だ

と思う｡ １年私のほうが年上だが, その間,

社会に出ていたから｡

浅田 じゃあ, 黒木君が早稲田の大学院に

入ったときに, 僕は早稲田を出て一橋の大学

院に入った｡

平井 私も, 荒先生のセミナーに呼ばれた

ことがあり, そこで浅田さんと初めて会いま

した｡ 後は, 駒澤大学で学部は違うが一緒の

時期がありました｡

黒木 伊達先生はシュンペーターの大家で,

景気循環やマクロの動学理論などを研究して

おられたんだが, 私は, マルクスの生産価格

理論が出発点だったから, どうしても多部門

に興味があった｡ とりわけ, スラッファを中

心に, 多部門の価格・数量分析をやりたい,

と｡

浅田 それは最初からそういう考えがあっ

たわけ？

黒木 そうです｡ 特に学部で卒論を書いた

ときに, スラッファを知ったから, とにかく

スラッファをきちんと読んでみたい, と｡ 幸

いに, ちょうどそのとき, パシネッティの

『生産の理論』 が出版された｡ あれを原書で

読んで, 修士論文の骨子とした訳です｡

浅田 しばらくしてから菱山さんたちが翻

訳を出したよね｡

黒木 そう｡ だから, 読んだのはまだ翻訳

が出る前でした｡ スラッファの 『商品による

商品の生産』 の解明には, 当然, 森嶋通夫さ

んだとか置塩信雄さんらの功績も絡んでくる

ので, そこでパシネッティの 『生産の理論』

を中心に, 森嶋の 『マルクスの経済学』 を読

んだり, あるいは置塩先生の再生産の理論や

蓄積論からも大きな影響を受けました｡ 結局,

スラッファ研究を続けたくて, 博士課程は京

都大学に移りました｡

浅田 菱山さん？

野下 菱山先生に付こうと思って京大に行

ったの？

黒木 そうです｡ 京大で菱山先生に付いて,

スラッファやパシネッティを学ぼうと｡

浅田 荒先生は, 『経済成長論』 という岩

波の本があるから, 世間的には新古典派成長

モデルの専門家みたいなイメージがあったが,

実は, もう一つ, 多部門の生産理論もやって

いた｡ だから, 荒ゼミでは, 何と先ほど出た

パシネッティの 『生産の理論』 とか, なぜか

森嶋の 『マルクスの経済学』 とかを読んでい

たんです｡ 実は先生は多部門が好きだったん

です｡

黒木 僕もその話は, 荒先生から直接伺い

ました｡ だから, 個人的には荒先生からも大

きな影響を受けています｡ ところで, 京都で

は菱山先生に非常にかわいがられて, 菱山先

生が, パシネッティを初めて日本に招聘した

ときも, ずっとパシネッティの世話係をさせ

られた｡ 今は大阪大学にいる堂目卓生さんと

一緒にね｡ こうしてパシネッティからも直接,

薫陶を受けることができました｡

また, 京大に移ってから, 菱山先生の下で

初めてケインズ研究を本格的に始めました｡

菱山先生の, ｢君はケインズをやりたまえ｣

という鶴の一声があったからですが, 僕自身

は, せっかく菱山先生のところに来たわけだ

から, スラッファの研究を続けたいと思って

いた｡ ところが, 菱山先生に ｢君はケインズ

を, 『一般理論』 だけでなく 『貨幣論』 も含

めてきちんと研究したまえ｣ と言われたので,

初めは半分, 渋々と従いました｡ ケインズに

取り組むようになったもう１つのきっかけは,

早稲田の大学院時代に, 中央大の川口弘先生

が講師で来られて, 川口先生にも非常に面倒

見てもらいまして, 先生からも 『一般理論』
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の読み方とか, 特にあの頃はクリーゲルの,

なんとかいう本を, これまた, 原書で読まさ

れました｡

浅田 『政治経済学の再構築』 というタイ

トルの本｡

黒木 川口先生の監訳で, お弟子さんと一

緒に後から翻訳を出版されました｡ そんなこ

とで, ケインズに接近する下地はだいぶ前か

らできていたということはいえるかもしれま

せん｡ 一応, 私の研究の背景については, こ

れで区切りとして, ここで, 浅田さん, 野下

さん, それから平井さんにお話をお伺いした

い｡ 学生時代, 大学院時代, それぞれ, いか

がでしたか？

浅田 僕が黒木君と最初に知り合ったのは,

君が京大の後期課程を受ける直前だった｡ 僕

はもう一橋の博士課程にいたが, そのときに

何か, 黒木君のほうから, よく覚えていない

が, 僕のところへ書いたものを持ってきて

｢この論文を提出して京大を受けるんだ｣ と

か言って, ｢読んでくれ｣ と言われた｡ それ

が知り合った最初だと思う｡ ｢読んでコメン

トをしてくれ｣ と｡ 一応, コメントはしてあ

げて, それをもとに黒木君が書き直して, そ

れで京大に受かった｡

平井 私が黒木さんと最初に会ったのは,

どこかの大学の研究会でしたね｡ それが関東

だったか関西だったかは, はっきりしないの

ですが, そのときに黒木さんが入って来て,

私もそこに参加して, 誰かの報告を聞いたこ

とはよく覚えています｡ それでこの前, セレ

モニーで娘さんにお会いしたときお話ししま

したが ｢お父さんと昔出会ったことがありま

すが, その頃は理知的な美男子でいらした｣

と｡ 今はどうか知りませんが (冗談)｡

黒木 細くて, 痩せていて｡

平井 そういう話を娘さんにはお伝えしま

したから, 今度娘さんに聞いてみてください

(笑い)｡ それが一番最初の出会いなんです｡

黒木 じゃあ, 結構昔にお会いしているん

ですね, 平井さんとは｡

平井 京大の院生の頃だったでしょう｡ 一

番最初の出会いは｡

黒木 浅田さんは, 一橋の大学院時代に影

響を受けた先生の思い出についてはいかがで

すか｡

浅田 もちろん, それは指導教師の荒先生

が一番です｡ 僕は, 早稲田にいた頃に, 政治

経済攻究会というのに入った｡ 攻撃の攻に研

究の究ね｡ 今でもありますが｡ これは, ���
年以上の伝統のある会で, ということは早稲

田の政経学部の歴史と同じような伝統があっ

て, 結構いろんな有名人も輩出しているわけ

です｡ 最近は少なくなったとはいえ, 早稲田

の政経学部の教授のなかにも, 過去には出身

者が結構いました｡ そこに入って, 経済学の

勉強をしたのですが, 政治経済だから, 政治

の研究メンバーと経済学の研究メンバーに分

かれているわけです｡ 政治の研究メンバーの

中には, 僕より確か１学年か２学年ぐらい上

だったと思うが, ほんの一瞬, 朝日新聞の社

長になった, 木村さんという人もいた｡ とこ

ろが例の慰安婦問題で, 捏造 (ねつぞう) の

報道だったと認めてしまって, 謝罪記事を載

せたでしょう｡ 勇気はあったんだが, そのた

めに社長になって半年ぐらいで失脚した｡ 法

政大学の教授の佐藤良一さんもいた｡ 佐藤さ

んは, 大学院は神戸大学の置塩ゼミに行った｡

ゼミの同級生には, 富山大学を最近定年にな

った新里君がいた｡ 担当の薬師寺先生は, 当

時は専任講師で, 授業を持ち始めて２年目で,

ジョン・ロビンソンとかスラッファとかをや

っていました｡ 置塩先生の書いたものも, 実

は学生時代から結構読んでいた｡ 数学を使っ

てマルクス経済学をやるというのは, 当時は

珍しいじゃないですか｡ 一時期はそれにはま

っていたことがあるんです｡ 早稲田時代は結

構早熟な学生でしたが, 結局, 置塩ゼミには

行かずに, 一橋の荒ゼミに行ったんです｡

黒木 浅田さんは, 若い頃からマルクスの
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数理モデルに詳しかったですね｡ 僕は, 浅田

さんとの付き合いで, 大学院生時代に, 彼の

知識をだいぶ吸収させてもらった｡ ところで,

われわれは九大の良さをまるで知らないので,

今度は, 野下さんの方から, 九大の様子を紹

介してください｡

野下 僕は, 昔から歴史や社会科学関係の

本を読んでいた｡ 九大の経済学部に入り, 黒

木さんのように自治会に関係していたから,

その関係で, 九大の先生方を知っていて, 木

下先生が学部長, 森本先生が教務主任か何か

だったと思う｡ 団交の場で木下先生にガンガ

ン言ったら, あとで森本先生に呼ばれて, 叱

られるかと思ったら逆に, 木下先生が本気に

なって反論したのは初めて見たと笑ってた｡

森本さんとか木下さんたちは九大出身じゃな

く外から来た先生だったので, 市民社会的な

雰囲気があって付き合いやすかった｡

黒木 木下悦二さんですね｡ 森本先生は？

野下 森本芳樹先生は西洋経済史の先生｡

平井 向坂逸郎先生の影響などは？

野下 社会主義協会の人たちは, 少数だけ

どまだいた｡

浅田 ソ連がまだ元気だった頃の, ソ連派

だよね｡

野下 多くが向坂さんのお弟子さんや孫弟

子の人たち｡

黒木 あとは, 一橋の都留康さんのおやじ

さんが農業経済でいた？

野下 都留先生ね｡ 思い出した｡ 財政学の

先生が社会主義協会だった｡ また, 経済学説

史の高木暢哉先生の弟子の荒牧先生も社会主

義協会だったと思う｡ 経済学説史の高木ゼミ

というのは, 九大経済の特色なのだが, 金融

論の研究もやっていた｡ 今は九大教授の深川

さんが都留研究室の鍵を預かっていたので,

一緒に研究室に忍び込んで, 貰い物の高級酒

を頂戴していた｡ もっとも都留先生の授業に

は出たことがなかったが｡

浅田 都留さん, 確か, 市長選挙に出た｡

野下 都留大治郎先生は農業経済｡ 原伸子

さん (法政大学教授) の先生なのよ｡ 九大は,

今はだいぶ変わっているらしいが, 当時はほ

とんどがマル経の先生で, 近経は武野秀樹先

生だけだったように記憶している｡

黒木 有名な大住さんがいたでしょう｡

野下 その先生は僕が卒業した後｡ 僕は結

局, 深町ゼミに入ることになった｡ 先輩たち

がほとんど深町ゼミで, 大学１年のときから

知っていたので, 深町郁彌先生には親近感が

あった｡

平井 立教は九大卒の人が２人ぐらいいる

のではないですか｡ 立教大学の若手で｡

黒木 九大関係者は立教にもいますね｡

野下 僕の苦労というのは大学院時代にや

ってきた｡ そのまま学部から大学院に上がっ

たが, 九大の場合は同学年で大学院に７人ぐ

らいしかいなかった｡ 全体で, ドクターも入

れても��人ぐらいしかいない｡
黒木 当時は国立はたいがいどこでも同じ

だよ｡ 京大でもそのくらい, 大学院生の人数

は｡

浅田 そうだよ｡ 一橋は修士が確か１学年

あたり��～��人で, 後期課程に行くと２～３
人が脱落するんで, それで後期課程は１学年��人足らずというところか｡
野下 そういった時代なので, 一面では丁

寧に育ててくれるが, 別の面からしたら徒弟

奉公しなくちゃいけない｡ 僕なんて, 下から

上がってきたから, 非常にわがままだったと

思う｡ 先生方をみんな知っているので, 別に

深町さんだけじゃないという感じで｡ そして,

当時, 日本の経済学会も変わりつつあったの

を, 福岡の僻地にいてもひしひし感じていた｡

いわゆる近代経済学がだんだん影響力を持ち

始めて来た中で, マル経にしても置塩先生の

ような手法が注目を集めていた｡ 他方, こち

らはまだ, 『資本論』 を読んでうんぬんとい

う状況だった｡

平井 僕は経済学部のときには, マル経と
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近経が大体半々だったという記憶があります｡

野下 九大の場合は, 近経といえば, 非常

にテクニカルな感じを受けた｡

黒木 経営工学系？

浅田 数学オタクみたいな感じの｡

野下 そう｡ それで, とても, ポスト・ケ

インジアンとかが入り込む余地はなかった｡

浅田 当時は, 今よりマル経が強く, 近経

はむしろ, 傍流みたいな感じだった｡ 近経の

中の一部の人は, 今でもそういう傾向だが,

単に難しい数学の計算をすることにのみ興味

があって, あまり経済問題なんて興味ないん

だよ｡ 今でもいると思う｡

野下 置塩さんが当時は大スターだよね｡

浅田 彼は近経と真逆の立場｡ 今はもう,

九大は逆に近経の天下といわれ, 時代が変わ

った｡ ところが, わが中央大学や黒木君の立

教大学は, いまだにマル経が強い感がある｡

平井 東大は今はもうマル経はいないんじ

ゃないですか？

浅田 中央大学がすごいのは, マルクス経

済学という名前の科目が堂々と２人の専任教

授によって教えられていること｡

野下 前後するけど, 僕は, 小さいときか

ら, 社会科学, 特に歴史学が好きで, それで

中世経済史の森本先生にも親しくしていただ

いた｡ 森本先生は, 大塚史学の東大の松田智

雄さんのお弟子さんだ｡

平井 懐かしいお名前が出てきました｡ 松

田先生｡ 私も習っています｡

野下 森本先生は大塚史学が限界にきてい

ると見ていて, ただ海外の文献を読むだけで

はだめで, 若い時から海外に行って修行しろ,

と言っていた｡ 大学院に行くとき, 森本さん

が ｢もし俺のところに来るなら, すぐフラン

スに留学させるから｣ と｡ そうしたら, フラ

ンス人の女の子といい仲になっていたかもし

れない｡ 残念だった｡ 九大経済は金融論に伝

統があって, 岡橋保先生から深町先生と続く

金融論だけでなく, 経済原論の高木幸二郎先

生も恐慌論と別に, 貨幣論もやっていた｡ 経

済学説史の高木暢哉先生は, ベームバベルク

の資本利子学説史だけでなく, お弟子さんた

ちと金融論を研究していた｡ そして高木先生

の経済学説史講座を継いだ荒牧先生も通貨論

争を研究していた｡ 木下先生も九大に来て,

外国為替論を研究するようになった｡

その頃, 文化大革命がちょうど終わりかけ

た頃かな, 木下先生のところに中国からいっ

ぱい留学生が来ていた｡ 政治的に生産力が位

置を決める時代は終わって, どのような生産

が中国経済にとって有用なのか分からなくな

ったんだ｡ �小平の, 白猫でも黒猫でも, と
にかくネズミを捕る猫がいい猫という訳では

ないが, 彼らは, 世界市場が価値を決める,

海外に売れるような生産物に価値があるんだ

ということを学ぶために九大に来ていた｡ 先

ほど触れた国際価値論の権威だった木下理論

によれば, 貿易商品は計画経済で生産されて

いたとしても, その価格, すなわち価値は市

場が決めることになる｡ 当時, 中国人の人た

ちとよく話したが, 毛沢東の悪口ばかりを言

っていたことが記憶に残っている｡ その頃,

高須賀さんも, 九大に非常勤で来ていて, 一

緒に中洲で飲んだり, どんちゃん騒ぎをした

のが思い出だよ｡

黒木 私も京大の院生の頃, 均衡点の安定

条件を計算するにあたって, 京都の祇園の安

い居酒屋で飲みながら, 理学部の塾のアルバ

イト仲間に教えてもらった｡ 当時の京都は,

まだ出世払いというのが効いて, 学生は安く

飲ませてくれました｡

４. ニュースクールの思い出

野下 時代は変わりつつあり, 伝統的なや

り方では通用しないのではないかという危機

感に取り憑かれていた｡ といっても九大では

みんな聞いてくれなかったけど｡ そこに国士

舘の話があったから, これ幸いと思って国士
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舘に来たわけ｡

浅田 東京に出てきて国士舘に就職した後,

一橋の高須賀ゼミに出入りしていたね｡

野下 浅田君と知り合ったのは, 高須賀ゼ

ミの飲み会や合宿｡

浅田 そう｡ 高須賀ゼミと僕の出ていた荒

ゼミが終わると, 飲み屋で一緒になった｡ 同

じ時間ぐらいにゼミが終わるわけだから｡

野下 そのときは池尾和人さんとかもいた｡

池尾さんは月に１回くらい高須賀ゼミに顔を

出していたんじゃないか｡

浅田 高須賀さんのところで, 近経も分か

る, 数学も分かる, というのがマル経の理想

になった｡ 高須賀先生本人が, 数学も分かる

マル経の人になりたくて, 置塩さんに憧れて

いたが, 置塩さんほどの数学力がなかったの

で, 挫折したんだろうが, 本当はなりたかっ

た｡ だから, あんまり数学は得意じゃないが,

一生懸命計算していたよね｡

野下 ただ, マル経の置塩氏の成功体験と

いうのが, 今はものすごくマル経の足かせに

なっていると思う｡ まあ, まったく意識しな

い人もいるけれど｡

浅田 みんな置塩を目指せと｡

野下 それは後で言うよ｡ 東京に出てきて

高須賀ゼミの連中と勉強しているなかで, 高

須賀さんを中心に欧米の新しい批判派経済学

の研究をしようということになった｡ 僕は欧

米の金融関係の研究者の調査を担当していた

んだ｡ 当時, だんだんと批判派経済学のなか

にも金融関係の分析をする人たちは出てきた｡

そのこともあって, 結局, アメリカ, そして

ニュースクールに行くことになった｡

黒木 ここからニュースクールの話をしま

しょう｡

浅田 最初にニュースクールに行ったのは,

高須賀ゼミ出身の磯貝さん｡ 磯貝さんが帰っ

てきてから, 僕もちょっと便乗して, ニュー

スクールに行こうかなと思って, 彼にいろい

ろ, ｢どう？｣ って尋ねた｡ ｢いいですよ｣ と

言うから, その気になって行ったんです｡ 僕

は２年いたが, 僕がいる間に遅れて野下君と

黒木君が来た｡

野下 僕は, ニュースクールなどで, ポー

リンとかディムスキーとか, エプシュタイン

とか, アメリカン・ラジカルのなかで金融問

題を研究している連中に会うことになった｡��年代くらいからアメリカ経済における金融
面の影響が一段と強まり, 既に時代は変わっ

ていた｡ しかしポーリンによれば, ラジカル

の大御所, ボールズやゴードンは, まったく

金融に関心がないと嘆いていた｡

浅田 だけど, 今は左翼っぽい人は, ミン

スキーなんかを引き合いに出して, 金融みた

いなことをやろうとする｡

野下 ミンスキーもそうだが, 根本的には

ガーレイ ＝ショウがあるような気がする｡ つ

まり, 貨幣や金融は物, 商品ではなくて, 債

権債務の総体として見ようという観点を主流

派批判の基礎においているように思う｡ ラジ

カルといっても, ほとんどが新古典の教育を

受けている人たちばかりなわけだから, マネ

タリストや新古典派流の金融理論に立ち向か

う基礎理論を求めていた｡ そのなかで, 突然,��年代の前半にボルカーが出てきて, 金利を
上げて高金利になって, 一般の人たちや中小

企業者が非常に悲惨な目に遭った｡

黒木 あれは��％ぐらいまで上げられまし
たね｡

野下 それからミンスキーもよく使われる

ようになった｡ ラジカルでも金融分析が勢い

を増してきた｡ で議論しだした｡ 当時, リー

ダー的存在が, ポーリンとかパーリとかディ

ムスキーといった連中だった｡

浅田 ガーレイは後に毛沢東主義者になっ

た｡

野下 それは有名な話だね｡ それはいいが,

ポーリンとかレイとかの批判派は, 貨幣や金

融を債権債務関係として捉え, 商品取引と同

じに取り扱ってはだめだという｡ ただ, それ
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は分かるけど, 銀行の決済システムとか, 銀

行預金とか, そういう制度的な問題は何かと

いうと, 彼らは十分に詰めていない｡ ガーレ

イ ＝ショーは証券市場を直接金融, 銀行は間

接金融であって, 銀行はまず, お金の代わり

になる預金で貸し出せるという｡ しかし１行

だけじゃ発券銀行ではないので, 銀行預金は

貨幣機能を果たせない｡ 手形交換所とか, 内

国為替制度とか銀行間組織があって初めて,

民間銀行の負債である預金がお金の代わりに

使えるようになる｡ 預金銀行と中央銀行, そ

して貨幣商品となった中央銀行券から構成さ

れるという現代の銀行システムが金融システ

ムの基礎をなしているということを, 批判派

の連中と話しても理解してもらえなかった｡

僕は, 日本で発展してきた伝統的な信用論の

世界で育ってきたから, 政府紙幣と中央銀行

券の違いや, 発券銀行と預金銀行はどこが違

うのかとか, そういう問題を勉強してきた｡

そんな人間にとっては, アメリカのラジカル

の金融論は, 確かに内生説でも外生説にして

もそうだが, 直接にマクロ経済から金融政策

の問題にアクセスできるという点には積極性

を感じるが, 肝心な銀行とか中央銀行とか,

そういうものの基本的概念というのが曖昧な

ままおいてきぼりにされているように思う｡

僕も最初は欧米の研究の翻訳とか紹介ばかり

やっていたが, そういう仕事だけでは限界を

感じた｡

浅田 それは, みんな分かっているんじゃ

ないの？

野下 分かっていないと思うよ｡ ニュース

クールの何年か後で, アムハーストに行った

んだけど, そのとき, エプシュタインから何

やってると聞かれたので, 今は決済システム

をやっていると言ったら, それって何だ, と

返ってきた｡ だって, 今, ���というのも,
概念的に詰めるべき点をすっ飛ばして政策的

な有効性の問題に議論をすり替えている｡

浅田 いや, ���というのは当たり前の

ことしか言っていない｡

野下 ニュースクールにおいても, ゼムラ

ーのような外国人とデビッド・ゴードンのよ

うなアメリカン・ラジカルの人たちはまった

く雰囲気が違っていた｡ ゴードンや彼から指

導を受けたポーリン, そしてパーリらは, 抽

象的な概念の吟味よりも, アメリカをどうし

ようか, 大統領選挙に際しての綱領をどうし

ようかということを, まず, 真剣に考える｡

浅田 ゼムラーは, いまだにドイツ国籍だ

から｡

野下 結局, アメリカの批判派は, アメリ

カの社会経済制度の改革に関心があって, 理

論を詰めることにそれほどこだわっていない

ように感じる｡ 現代の���も含めて, ラ
ジカルは非常に政策的なんだよね｡ ��年代末
当時は, ｢ウォールストリートを占拠せよ｣

じゃなくて, ハーレムの占拠が運動としてあ

った｡ 当時, ハーレムの再開発のためにアパ

ートが閉鎖され, 黒人や貧乏人たちがみんな

追い出されてしまうから, アパートメントを

占拠せよという運動｡ そういう運動に参加し

ている人たちがラジカルのサマーキャンプに

来ていた｡ また, 居留地からネイティヴ・ア

メリカンの人たちも来ていて, 居留地の問題

について話していた｡ そういう問題に対して,

ラジカルが積極的に関わる｡ つまり, アメリ

カの批判派というのは, 非常に実践的である

という印象を持った｡ まず現実の問題があっ

て, 次に問題解決のための政策があり, それ

をサポートする理論がどうあるべきかを考え

るという順序じゃないかなぁ｡ 逆にいえば,

決済システムがどうかとか, 銀行と証券はど

う違うのかといった, あまり細かいことは問

題にしない｡ それは, 問題意識としての積極

性でもあるけれど｡ そう考えると, アメリカ

のことやラジカルの金融理論を日本人の俺が

やって, 何の意味があるんだろうかという疑

問が湧いてくる｡ 日本のこと, 日本の歴史や

制度を念頭に置いた研究をやらなければなら
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ないんじゃないか, そして理論的にも詰める

余地があると思って, 独自の発展を遂げた日

本の金融理論をもう一度始めから考え直そう,

単なる新しい欧米の理論の紹介や輸入ではな

くて, 日本の金融理論の伝統との統合をはか

ろう, といったようなことを考えて, 日本に

帰ってきたわけ｡ そうしたらその頃に, バブ

ルがはじけて｡ こんなに酷くなるとは思わな

かったが｡ それで, 浅田さんとニュースクー

ルに一緒にいた記念にウォルフソンの 『金融

恐慌』 を東北学院の原田も加わって一緒に訳

したわけ｡

平井 その頃, 日本でもポストケインジア

ンの人々が集まり始めましたね｡ 立教にも何

人かいらっしゃいました｡ 大塚勇一郎先生な

ど｡ ポスト・ケインズ派研究会というのは,

元々は川口弘先生が組織されたものです｡

浅田 川口さんが立ち上げて, それで弟子

の緒方さんや福田川さんが中心になって｡ だ

から最初は中央大学でやっていたんです｡

黒木 じゃあ, 今度は私が引き継ぎます｡

私はニュースクールには����年に行きました｡����年代後半には�� (ポストケインズ派)
でやろうと, 気持ちはそっちのほうで固まっ

ていて, その頃, 結構, 明治の原先生門下の

渡辺良夫先生に随分お世話になりました｡ 渡

辺先生はポール・デビッドソンと親しく, デ

ビッドソンを日本に招いたときに, 僕はその

ときは大阪産業大学にいたのですが, 頼まれ

て, 京都を案内しました｡ 当時, ��の中で,
貨幣の内生性が非常に強く言われだしました

が, まだデビッドソンを読んでいたときには,

それをあまり感じませんでした｡ しかし, 貨

幣供給の内生説を主張するベイジル・ムーア

の影響は非常に強く受けました｡ ムーアも日

本に遊びに来たので, 彼にも京都を案内しま

した｡ ムーアは人間的にも非常に魅力のある

人でした｡ ホリゾンタリストとか呼ばれてい

ましたね｡

浅田 あれは結局, 利子率の外生説｡ だか

ら, 利子率を外生にすると, マネーの量は内

生にならざるを得ない｡

黒木 理論的にはそういうことだよね｡ 片

方を外生にすると, 片方は内生になるという

話でね｡ そういう区分けの, 現実はどっちが

近いかということですね｡

浅田 最近は, 正統派でも利子率を先に決

める｡

黒木 だから, そういう意味での下地みた

いなものを, もう既に, ��のムーアを中心
につくっていたんじゃないかな, と｡ 金融論

では, 彼らの影響を私は非常に受けています｡

ただ一方で, 京大に移るときに提出した論文

が, 二階堂先生の �������������������
という論文を下敷きにして書いたもので, 再

生産モデルの真の意味での動学化に強い関心

を持っていました｡ 二階堂副包先生は, 一般

には数理経済学の世界的な権威として知られ

ていますが, 実はマルクスに非常に共感され

ていたそうで, 私も昔から, なぜ転形問題は

解決できないのかということに関心があった

ものだから, そこで, 二階堂先生の貢献がブ

レークスルーになるんじゃないかと思って,

まだ公には未公表の, 一部でだけ回し読みさ

れていたタイプ印刷の原稿を一生懸命に読み

ました｡

浅田 二階堂先生は, 後で分かったことは,

ご本人が言っているわけだが, 旧制高校時代

に, 戦前ですよ, マルクスボーイだったと｡

本人が言っていました｡ だから, それが晩年

に突然また出てきたわけ｡

平井 『現代経済学の数学的方法』 という

本を執筆なさった｡

黒木 そう｡ あの本で有名な先生で, 大学

院時代に一生懸命, 勉強しました｡

平井 私もあの本は一生懸命読んだことが

あります｡

黒木 でも, あれは正統派の数理経済学の

基礎みたいなテキスト｡

平井 そうですね｡ そっちのイメージが強

立教経済学研究 第��巻 第２号 ����年���



いです｡

黒木 二階堂先生のことは誰でも正統派の

数理経済学の大家と思っていますよ｡ それが,

突然, マルクスモデルの研究論文を書かれて,

しかも, 誰もある意味で試みたことがない,

置塩さんですらやったことがない, 貨幣資本

の部門間移動という問題を, 数理経済学的に

定式化された｡ この問題は, 実際, 誰もやっ

ていなかったんです｡ だから, それが非常に

刺激的で, それで自分なりに消化して成長モ

デルに拡張した論文を書いて, 京大に提出し

たんです｡ それがきっかけで, 京大の院生時

代にその論文を京大の 『経済論叢』 に載せ,

二階堂先生にも読んでもらった｡ そしたら

｢黒木君, 君の定式化じゃ, これは実際には

貨幣資本は部門間を移動しないね｣ というふ

うにお手紙で詳しく指摘されまして, ｢えっ？｣

と思って｡ ちょっと技術的な話になりますが,

私は, それぞれの部門の投資関数に利潤率の

格差だけを入れていたんです｡ そうすると,

結論から言いますと, 実は結果的にはマネー

としての資本が部門間で移動せずに, それぞ

れの部門でまた再投資されるような, 数学的

にはそういう形になってしまうんです｡ だか

ら, もう一工夫, どうしたらいいかと思い悩

んで, 最終的に気が付いたのが, それぞれの

部門の生産量の比率でした｡ 例えば, ２部門

の経済で, 農産物と鉄の生産部門があるとし

たら, それぞれ生産の期末 (＝次期の期首)

に農産物と鉄がどれだけ生産されるか, その

比率も投資関数に影響する｡ このように定式

化すると, うまく利潤率の格差に反応してマ

ネーが移動できるような再生産モデルが出来

上がったんです｡ ここでモデルから得られた

結論だけ述べますと, 他部門の生産物 (アウ

トプット) を原材料 (インプット) に使う度

合いが強いほど, 経済全体としての数量体系

も価格体系も共に安定化する傾向が強くなり,

反対に, システムが自分の生産物を原材料と

して使う自家消費的な生産構造に近づくと,

不安定化する, これが得られた結果です｡ 数

学的に簡単に言うと, ２部門の投入係数行列

の行列式が負値になることが安定条件です｡

この結論にたどり着いた背景のひとつに, 学

生時代に学んだ, サミュエルソンらが証明し

た, 価格と数量の双対不安定性定理に対する

不信感がありました｡ 多部門で数量体系が安

定なら, 価格体系も当然, 安定化するはずだ,

と｡ 双対不安定性定理は, 固有根に対応した

均等利潤率をそもそも前提にしているので,

数量・価格ベクトルの安定性について得られ

た結論が数学を応用したものであれ, 経済学

の定理としては問題がある, と｡ これも面白

い話ですが, 当時京大に来ていたパシネッテ

ィの勧めもあって, 改訂版を英語で書いて����������������に投稿した｡ そうした
ら, あれは確か編集局から手紙が来て, 結論

からいうと, 駄目だというんです｡ そういう

レフェリーの指示があると｡ ついては, その

理由についてはレフェリーから手紙が行くか

らというわけ｡ 当然, 残念だなと思った｡ そ

の覆面レフェリーがゼムラーだった｡ 彼から

急に手紙が来て ｢おまえの論文は俺の本に載

せてくれ｣ というんです｡

浅田 結局, ゼムラーがレフェリーだった

んだが, ����������������はリジェクト
して, そのまま自分が編集した本に載せよう

というんだ｡

黒木 そう｡ 結論的にはそういうことで｡

それが私の英語で書いたデビュー論文｡ こう

して, ゼムラーと知り合うきっかけができた

んです｡

浅田 僕がゼムラーと知り合いになったき

っかけは, 駒澤大学にいた頃だから, ����～����年の頃か｡ 城西の藤森頼明さんから電話
が来て, ゼムラーという人が, ニュースクー

ルで動学, ダイナミックスの国際コンファレ

ンスを計画していると｡ 僕もグッドウィンだ

とかカルドアとかを基にして動学をやってい

たので, 藤森さんが, 自分は行く気はない,
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アメリカは怖いので, アメリカには足を踏み

入れたくないんだが, もし浅田君に行く気が

あったら, ゼムラーに連絡して, 招待状を浅

田君のところに回すよう言っておくが, と言

うんだね｡

黒木 藤森さん, ���に捕まるから (笑

い)｡

浅田 実は, ��歳を超えたばかりの僕はま
だ外国に行く用がなかったんで, パスポート

も持っていなかった｡ だけど, 何かやる気が

出て, これはやってやらなきゃいかんと思っ

て, 行きたいのでお願いしますと返事した｡

そうしたら航空郵便で駒澤大学に招待状を送

ってくれた｡ それで, 以前に日本語で書いた

カルドア型の景気循環モデルを英語に直して,

それで報告したわけです｡ それが����年かな｡
だから, ニューヨークに行って, 初めて会っ

た｡ それがきっかけで, ニュースクールに行

った｡ ３年後に, ね｡ だから僕の海外デビュ

ーのきっかけをつくってくれたともいえるわ

けだよ, 藤森さんとゼムラーが｡ それでゼム

ラーの研究室に行ったら, あなたのやってい

ることは自分もやっていることに近いとか何

か言って, 気さくな人だから, 随分話をして,

そして研究会で発表した｡ せっかくだからと

海外ジャーナルにも自分で投稿したわけです｡������������������という雑誌で, ドイ
ツ人が編集委員をやっているが, オーストリ

アのウィーンで発行している｡

黒木 前は違う名前だったな？

浅田 ドイツ語と英語名のジャーナル｡ い

まやドイツ名を取っちゃって｡

黒木 そうなんだ｡ 国際化しようと｡

浅田 そう｡ 英文雑誌になっちゃった｡ 以

前は英文とドイツ語と両方が交じって載って

いるような雑誌で, 僕がレフリー制の海外ジ

ャーナルに投稿したのはそのときが初めて｡

そうしたら, 何か好意的なコメントが返って

きて, 載っちゃったんです｡ それが僕の海外

ジャーナルのデビューで, それが載ったのは,

����年かな｡ 後に, レフェリーがピーター・
フラッシェルという人だと分かったが, ゼム

ラーの仲間で, まだそのときは会っていなか

った｡

平井 後で分かったのですか？

浅田 なぜ分かったかというと, 掲載され

て１年ぐらいしたら, フラッシェル本人が僕

のところへ手紙を送ってきて, ｢あの論文を

レフェリーしたのは, 実は自分だ｣ と書いて

あった｡ それで ｢もしドイツに来ることがあ

ったら, 研究会などをアレンジするので連絡

してくれ｣ と書いてあった｡ それで, 後にフ

ラッシェルのいるドイツの大学に行くことに

なった｡ それからまた１年ぐらいたった頃,

コンファレンスのプロシーディングスを英語

で出すから, そのとき発表したのを送れとゼ

ムラーから言って来たわけ｡ 僕は ｢実は, あ

れはもう別のジャーナルに投稿して載ってし

まったので, 別の論文でいいか｣ と言って,

グッドウィンの景気循環論の日本語で書いた

のを, また英語に直して送ったら, これはコ

ンファレンスのテーマにフィットするからい

いとかいって, 載せてくれたんです｡ それで,

また１本増えて, それが, 僕の外国語の論文

がどんどん増えていくきっかけですよ｡ ��年
に, 駒大から在外研究に行かせてやる, とい

うので, それで２年間, ニュースクールに行

ったんです｡

黒木 私も, ゼムラーとの出会いがあって,

ただ, そのときはマルクスのモデルの発展に

ついて, 特に部門間の利潤率の均等化問題を

深めるという目的で, ゼムラーを訪ねたんで

すが, ニュースクールに滞在中, ミンスキー

モデルに関心を持つようになりました｡ 実は

ミンスキーにはニュースクールに行く前に,

イタリア北部の港町のトリエステで行われて

いたサマースクールで会っているんですよ｡

そこにデビッドソンも来ていたが, ミンスキ

ーも来ていまして, そこで彼に会ったのが最

初でした｡
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平井 後にあそこで分裂しましたよね｡

黒木 そう｡ ちょうどその翌年くらいに分

裂するんです｡ ヨーロッパのスラッフィアン

を中心にしたネオリカーディアンとアメリカ

のデヴィドソンなどを中心としたポストケイ

ンジアンの分裂｡ 僕はとても悲しかった｡

浅田 僕もニュースクールに行く直前に,

駒澤の吉野さんという同僚と, 当時は北海道

大学の内田さんと３人で, ミンスキーの代表

作の ����������� �� �������� �������
(����) を訳した｡
黒木 そうだったね｡ ����年の夏休みにサ
マースクールがあって, それでトリエステに

行って, その足でニュースクールに行きまし

た｡ サマースクールでは, とても印象深い思

い出がある｡ ミンスキーが, 講演の後, 何か

質問があるか, というから, 恩師の菱山先生

から, 『一般理論』 の第��章が大事だ, と耳
にタコができるほど聞いていて, つまり, 自

己利子率をめぐる問題の章ですね, それをミ

ンスキーにぶつけたわけ｡ そうしたら, 自分

もそう思う, と｡ あの章は, 『一般理論』 で

は独立した章で, 突出して見えるが, 貨幣経

済を考える上で, 非常に重要な章なんだ, と｡

まさに, 我が意を得たり, でしたね｡ これで,

ミンスキーファンになった｡

浅田 ニュースクールに来てから, ハドソ

ン川のほとりの, ミンスキーが当時いた本拠

地, レビーインスティチュートに黒木君と一

緒に行ったね｡ コンファレンスに一緒に行っ

て, そこでミンスキーにも会った｡

平井 レビーインスティチュートは, ニュ

ースクールのすぐ近くにあるのですか？

浅田 ニューヨーク州にあるが, ニューヨ

ークシティーじゃないよ｡ ニューヨーク州は

広いから｡ ニューヨーク州の相当, 北の方｡

片田舎にあるんですよ｡ 電車で行きました｡

ハドソン川という大きな川に沿って｡

黒木 電車で１時間以上かかったよね｡

浅田 かかったね｡ さらに, 駅には何もな

くて, 駅からまたタクシーを呼んでもらって｡

黒木 ��年の１月に, ピッツバーグで学会
があった｡ 鉄鋼の街｡ 経済学の年次大会みた

いなね｡ そこで初めて, 僕はミンスキーモデ

ルというのを自分で勝手に作って, ���と
負債累積との関連についてのダイナミックな

モデルを報告したんです｡ 条件次第で均衡点

の性質が循環になったり, あるいはサドルポ

イントになったり, あるいは複数均衡の可能

性だとか, そういうさまざまな性質があり得

るんだという内容の話でした｡ 当時, 学会で

報告はしたけれど, それは英文では出版はし

なかった｡ ただ, 帰国してから, 英文の論文

を出版した｡ ��������������������������だったかな？ 日本語でも, その後,

アメリカでの成果をもとに幾つか論文は出す

ことができた｡ バブル崩壊とその後の深刻な

景気後退もあって, 帰国後の十数年間, 所得

変動と負債累積との連関についてずっと興味

を持ち続けました｡ そのときの研究の基本的

アイデアの源泉は, ケインズはもちろんです

が, フィシャー, ミンスキー, そしてトービ

ンらの業績ですね｡ 浅田さんの論文から受け

た刺激も大きかった｡ この頃のエピソードを

１つ紹介しましょう｡ あれは, ��年代半ば,
円高が進んで１ドル��円を切るか, という頃
だったと思いますが, ある会合に呼ばれて講

演をしました｡ 北朝鮮が初めてミサイルを飛

ばしたときで政府も大騒ぎをしていて, アメ

リカの大使館をつうじてだったか, 米軍関係

らしい専門家の軍事情勢についての話もあり

ましたから, 何を目的にした講演会だったの

か, 思い返すだけでも不気味ですが, とにか

く, その講演で, ６％に公定歩合を上げたた

めに投資できないどころか利子の返済すら滞

る可能性があるのに, こんなに円高ではトリ

プルパンチ (バブル崩壊, 利子率の高騰, 異

常な円高) もいいところだ, と話したら, 若

手の大蔵官僚たちが円高は日本経済の強さの

証明なんだから何が悪いんだ, と反論を喰ら
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った｡ 何も分かってないな, と思いました｡

当時は, 未曾有の深刻な不況で輸入が滞り,

海外に投資していた企業は負債残高の圧縮を

迫られて, 海外の資産をどんどん売り払って

いた｡ 高層ビルやゴルフ場などですね｡ 有名

なのがニューヨークのロックフェラーセンタ

ーです｡ あれは一時ですが, 日本企業の所有

だったんですからね｡ 当然, 資本が日本に還

流すればドル売り円買いで円高になる｡ ケイ

ンジアンの小野善康さんも指摘していますが,

実力を伴わない円高はむしろ不況の証明のよ

うなものです｡

ここで今度は平井さんから東大のいわゆる

マル経の影響について, ちょっと紹介しても

らえるとありがたいんですが｡

５. 大学における教育と研究

平井 多分, 私は大学に入る前に, 高校生

のときに, 自分の家の近くの古本屋で, ソ連

の共産党系の何かのシリーズで, 翻訳ですが,

史的唯物論か何かそういう感じの哲学の本を

たまたま買ってちょっと読んだことがあるん

です｡ 読んでいて, これは面白いなと思って,

それがちょっと心の中に残っていて, 大学に

入って, もちろん今とは全然世間の事情も違

いますが, 経済学はもうマル経をやろうと思

っていました｡ 何かごく自然にそう思って,

それで駒場に入って, ２年間は私は昔の言葉

でいうとマルクスボーイでした｡ 今ここで思

い出すのは, 『ドイツ・イデオロギー』 を読

んだり, 『資本論』 もちょっとかじったりは

しましたが, 主な関心は唯物論の哲学にあっ

て, それで教養のゼミなんかも, そういう関

係で, 国際関係論の菊池昌典先生のゼミにも

出て, 『国家と革命』 を読んだことを覚えて

います｡ 駒場では, 例えば, 内田忠夫先生が

サミュエルソンの 『経済学』 を教えていらっ

しゃいました｡ マンモス授業でしたが, 私も

受けていました｡ その当時は, ｢ブルジョワ

経済学｣ と思っていました｡ イデオロギー的

にそういう意識が当時の私にはありました｡

野下 懐かしい言葉だね｡ 今は死語ですが｡

黒木 平井さんからこういう言葉が出ると

なんか心強い｡

平井 こういう話はほとんどしたことがな

いですね｡ それで, 本郷に移ったときは, 当

然ですが, 僕はもうマル経だったのです｡ そ

れでマル経で伊藤誠先生｡ もちろんまだ若か

ったです｡ ��歳になったかならないぐらい｡
で, 伊藤ゼミに入ったのですが, それから１

カ月たった５月に東大闘争が始まったんです

よ｡ 医学部の問題から始まって, そこからご

存じのように, 最後は時計台の攻防戦にまで

行くわけです｡ 私は伊藤ゼミで宇野弘蔵の

『経済政策論』 という本を読まされました｡

５月に東大闘争が起きたので, 結果からいう

と, ４～５回しかゼミがなかったことになり

ます｡ マル経系のゼミであることもあって,

大体急進的でしたから, すぐにゼミをボイコ

ットみたいなかたちになってしまいました｡

先生をボイコットすることになったんです｡

そういうのがはやっていました｡ 先生をボイ

コットして, われわれゼミ生十数人で自主ゼ

ミなるものをしていたのですが, 何をしたか

といったら, 要するに, 東大闘争の問題につ

いて自治会を中心としたいろんな活動に参加

していました｡ デモとか, それからいろんな

抗議行動とかもありました｡ そういうことば

かりをやっていました｡

浅田 じゃあ, もう勉強じゃないじゃない｡

平井 ですから, 勉強はもうそこで終わっ

ているわけです, はい｡ ����年のことです｡
黒木 プラハの春の前後｡ パリの５月革命｡

平井 東大の入試がなくなったのは, 翌年����年でした｡
浅田 ��年か｡ その年だけは東大に行こう
と思っても, 試験がないから行けなかった｡

そういう人たちが一橋とか京大とかに行った｡

平井 結局, 正式のゼミとかもなくて, そ
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れで私は当時, 結果的に授業を受けていない

んです｡ 一般的にそういう環境だったような

記憶があるのですが, それで当時, 時計台の

周辺のみならず中でもよく集会が行われてい

ました｡ 私もよく参加していました｡

黒木 平井さんが？ 本当？ それは面白

い｡

平井 結局どうなったかといったら, そん

なことばかりやっているうちに, 翌年の３月

ぐらいに, 定期試験が当然ありました｡ ３年

の終わりの試験です｡ 私なんか当然のことな

がら, 何の準備もしていないわけです｡ とこ

ろが, このときにまた学生運動による直前の

なだれ込みがあり, 試験会場が占拠される事

態になりました｡ それで大学側が機動隊を呼

んで排除することになったが, 結局, 定期試

験は中止になってしまいました｡ その結果,

その年は, 全部レポート試験ということにな

りました｡

浅田 実はその名残があって, ということ

は黒木君もそうか｡ 僕が早稲田の学生のとき

に, １年, ２年, 最初の２年間は定期試験に

なると, 自治会と称して過激派の学生が乱入

してきて, 常に中止になるので, 最初の２年

間はレポート試験だけでしたよ｡

平井 そうなんですか｡ 私なんかは, もう

全然, 授業とは関係なかった (出席していな

かった) から, 突然レポートになっても, 書

くネタが何もないわけですよ｡ だから, 友達

のところに行って, ノートを貸してもらった

りしながら書いて出したりしていました｡

浅田 だって, レポートを本人が書いてい

るかどうか分からないんだから, 誰かに書い

てもらっても｡

平井 それで, 結果からいうと, 当時の言

葉でいうと, 笑い話ですが, ｢カ・フカ賞｣

でした｡ 見事受賞｡ 私はその結果はやむを得

ないなと思いました｡

浅田 僕なんかは, リポートを書いて封筒

に入れて郵送ばかりしていたが, 全部優なん

だよ｡ それで, 友達に ｢俺の分も書いてくれ｣

なんて言われて｡

平井 それで結局, ４年になったときに,

授業が再開になりましたが, このときに私は

伊藤ゼミに戻りませんでした｡ もう全然違う

ことをやろうと決意して｡ 全く違うこと｡ マ

ル経でない方をやろうとだけは思っていまし

たが, ただ, どこのゼミに行けばいいのかと

か, 情報は何もないわけです｡ だって, イデ

オロギー的に, ああいった考えをずっと持っ

ていたのですから｡ 友人は皆, マル経でした｡

浅田 ブルジョワ経済学｡

黒木 余談だが, 当時, 川島武宜先生, と

いう, 民法の大家がいて, その先生は, 過激

派学生に ｢お前, 法学部の教授か？｣ と言わ

れて, そうだと言ったら, ボコボコに殴られ

たんだって｡ 以後, 退官されるまでずっと辞

表を懐に入れておられたって｡ その話を聞い

て, 僕は, 過激派学生の暴力にはかなり抵抗

があった｡ 高須賀先生も, 授業を過激派学生

が邪魔しに来たら ｢おまえら, マルクスをち

ゃんと読んで顔洗って出直して来い｣ と叱っ

てやった, って笑っておられた｡

平井 それで結局どうなったかといいます

と, 秋口になったときに, 海外へ留学してい

た先生だけが新たにゼミを開講するという方

式になっていました｡ ずっといる先生は４月

からもう開講しているわけで, これはもう取

れないわけです｡ だから, 結局, ９月に経済

学部の事務室に行って ｢ゼミを取りたいんで

すが｣ と事務の人に相談したら, ｢今度新し

く帰ってくる先生が３人いらっしゃいます｣

とか言われて, ｢どういたしますか｣ という

ことになったわけです｡ みんな若い先生でし

た｡ それで僕は, 根岸ゼミを選ぶことになっ

たのです｡ ラッキーでした｡

黒木 そうなんですか｡ じゃあ, 偶然？

平井 偶然というよりも今思うと運命的出

来事でした｡

浅田 それも何か数学の計算ばかりやって
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いるようなゼミに入っちゃったんだね｡

平井 そういうわけでもなかったのですが｡

それで結局, 後期が��月からでしたので, も
う４年の後半になっていました｡ 公務員とか

サラリーマンは向かないし｡ 商売にも向いて

いないし｡ 子供の頃, 東映のチャンバラ映画

が大好きで, 越後屋はよく見ていました｡

浅田 越後屋, おまえも悪よのう｡ なぜか

越後屋なんだよね｡

平井 東映のチャンバラの時代劇中ではそ

ういう話でしたね｡ 大学は荒れていましたが,

景気は良かった頃のことです｡ 友達は就職が

内定している中で, 私は進路が決まらないで

いました｡ それに ｢カ・フカ｣ という悲惨な

状況です｡

浅田 可か不可｡ カフカ｡ だけど, そのカ

フカという作家を誰も今は知らない｡ 今は�, �, �だから, 可とか不可とかいう言い
方も知らない｡ 今の学生は二重に ｢カフカ｣

の意味が分からない｡

平井 結局, 私の場合は大学院に行く道を

選択したのですが, 行くにしたってこの成績

ではちょっとまずいし, というわけで, やっ

ぱりちょっと何とかしなきゃいけないという

んで, 留年することにし, そしてそれからの

１年半は大学に入って初めてまともに勉強し

たという次第です｡ いわゆる学生的な勉強に

真面目に取り組んだのはそのときです｡ それ

で根岸ゼミに入って, １年半はそこで真剣に

学びました｡ 先生はオーストラリアから帰っ

てこられたのですが, 最初に手にしたのは,

藤野正三郎先生の 『日本の景気循環』 でした｡

とても分厚い本ですから一部だけが取り上げ

られました｡

浅田 一橋大学の経済研究所の人だよね｡

平井 そうです｡ 一番最初はあの本が教科

書みたいになって, 総供給関数論争とかを議

論したことを覚えています｡ その後は国際経

済学を学びました｡ あのとき, 根岸先生は国

際経済学を研究しておられまして, バグワッ

ティのペンギンの本とか, オーストラリアの

研究者の国際貿易の本とかがゼミではとりあ

げられていました｡ そういう次第で, ノーマ

ルなゼミ生活を送って, それで結局, 大学院

に入りました｡

浅田 じゃあ, ついに堕落してブルジョワ

経済学に染まってしまったという｡

平井 それで, 僕はそれまでマル経をやっ

ており, 近経では何をしようかと思ったとき

に, ケインズの名前が一番最初に頭に浮かん

できました｡ マクロ経済学の当時の中心はケ

インズ経済学であったということも関係して

いると思います｡

黒木 じゃあ, それは結構初めからですね｡

ケインズ研究｡

平井 そういう気持ちはちょっとありまし

たね｡ マル経をもうやめると決めたときに,

じゃあ, 何をしようかと思ったときに, あん

まり勝手に自分で, 偏見を付けずに, まず読

んで, 冷静に理解した上で決めるみたいな態

度にならないといけないと考えました｡ もう

最初からイデオロギー的に気に入らないもの

を除くというような姿勢はとらないようにし

たいという気持ちはありました｡

浅田 それはいいですね｡

平井 そういう気持ちで近経のほうに入っ

て, ちょっと客観的に見るみたいな感じでい

ました｡ そのうちにケインズにはまってしま

ったということです｡ そういうことをやって

いたのですが, 大学院の試験を受けたときに

論文試験があって, その試験は 『一般理論』

関連で提出しました｡ それはゼミ論でもあっ

たんですが｡ ゼミには卒論という制度は特に

なかったけれど, それに当たるものを書いて

いましたから, その延長線上で書いたものを

提出して大学院に入りました｡ ところが, わ

れわれの世代は非常に運が悪く, 大学院に入

ったら, すぐにまた大学院でストライキが発

生するという事態になってしまいました｡

黒木 大学院のストライキ？ そんなのが
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あったんだ｡

平井 ストライキになって, 私はもう全然

そういうことには関係しなかったのですが,

自治会側がどういう要求を教授会に出したか

というと, 講座制撤廃｡ あれは徒弟制度だか

ら, と｡

浅田 そうなると指導教授がいなくなっち

ゃうわけだ｡

平井 それに対して, 教授会からの即答が

あり, ｢分かりました｣ になってしまったの

です｡

黒木 逆にそれが都合が良かったわけだ｡

教授会にとっては｡

平井 つまり, ｢分かりました｣ となった

ために, われわれの世代の, 多分, ７～８年

間は指導教授制度が存在していないのです｡

制度的に｡

黒木 だから, 先生はいいんだよ, 楽ちん

で｡ 責任を持たなくていいから｡

平井 つまり, 大学院教育が, もうめちゃ

くちゃになりました｡ 指導教授がいないでし

ょう｡ それで結局, 院生は根なし草状態に置

かれることになったわけです｡

浅田 ですよね｡ 東大は冷たいから, 学生

が脱落して消えても放っておかれるでしょう｡

そういうところがあるでしょう｡

平井 放っておかれる｡ だから結局, 私な

んかは, 大学院の正規の教育というのは, あ

んまり受けていないんですよ｡ もちろん興味

がある授業には出たりはしていましたが｡ 小

宮先生と浜田先生がペアでやる共同ゼミみた

いなのがあって, そういうのには私は出たり

していましたが, 一般的にもっと地道に指導

教授に教えてもらうというのがなかったので

す｡ 私の世代はそういう世代なのです｡ だか

ら, もっとちゃんとしている人は, 見切りを

つけて外国に出ています｡

黒木 出た者勝ちだみたいな｡

平井 だから, 結論だけ言うと, 要するに

追い出されるときが来るでしょう｡ ５年ぐら

いとかたってきたら, オーバードクターにな

ってくるし｡ そうすると, こっちは社会に放

り出されるわけですが, 放り出されたって,

大学で職を得ようと思っても, まともな論文

がないわけです｡

黒木 活字論文がないわけだ｡

平井 大学院も無責任なの｡ もうそういう

のを一切面倒を見てくれないわけだから｡ 根

岸先生とは, 学部ゼミ以来の関係は個人的に

はあったのですが, 制度的な問題があり, 結

局５年ぐらい過ぎて, 何とかするといったっ

て, まともな論文はない, という状況に陥っ

てしまったわけです｡ 以後, 日経センターや

日本総合研究所でお世話になったりしていま

した (同研究所では, 野田一夫先生に大変お

世話になっています) が, 研究職につきたい

という気持ちが消えることはありませんでし

た｡ 自分でも, 公募的なところを受けたりし

ましたが, うまくはいかない状況が続いてい

ました｡ そうしたなか, 救いの手が来たのは,

根岸先生でした｡ ｢平井君, こういうのがあ

るが, どうですか？｣ とあの根岸節で言われ

ました｡ それで職を得たのが駒澤大学でした｡

駒澤大学はとても, 給料が高いんです｡ 今で

もそうですが｡

浅田 高かった｡ 僕も専任講師で入ったん

です, 公募で｡ 給料, 良かったです｡

平井 ��代の大半がこのような状況でした｡
同時期に東大の大学院に入った人は, 私と同

じような経験をしていることになります｡ そ

れで, 僕は��歳になって駒澤大学に入ったと
きに, 何か自分がものすごく情けないと思い

ました｡ どうしてかというと, 学者に一応な

ろうとかいう気持ちは, マル経のほうではあ

ったのですが, 上記のような紆余曲折で, め

ちゃくちゃになり, まともな論文もないとい

うような状態で, 大学に就職したわけですか

ら, こうした経緯だけは, 肝に命じて猛省す

ることにしました｡ 自分の若い時の生活は結

構, 今言ったようにでたらめでしたが, あと
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で思い出してみると, 研究者としての一つの

原点は, ��歳か��歳にあります｡ それは何か
といったら, 一浪したときに, 受験勉強をま

ったく孤立した状況で ｢戦う｣ という状況に

追い込まれたことです｡ 予備校は途中でやめ

独学でやりました｡ しかも, 苦手な化学を克

服して｡ 実家からは離れて一人下宿生活を送

ることになり, だれにも相談できないなかで

受験勉強を断行することになりました｡ この

ときに実は, 自分の勉強スタイルができたよ

うに思います｡ そのときはそんなことは思わ

なかったですが, 結局全て自分で決めなきゃ

いけなくて, いろんなことを考えるのも全部

自分で考えて何かしてという癖が, そのとき

に随分身に付いたことはよく覚えています｡

それが一体, 将来何の役に立つのかというこ

とは, もちろん何も分からなかったですが,

後で振り返ったら, やっぱり, あのときの不

遜な態度が, 後々まで, 良きにつけ悪しきに

つけ, 影響を及ぼすことになりました｡ 東大

の授業だって, 講義などはくだらんと思う傾

向がありました｡ あんなのは自分で勉強すれ

ばいいと思って, 基本的にあんまり講義に熱

は入っていない状態でした｡ だから, 研究す

るというのは, 全部自分１人で基本はやらな

きゃいけないという姿勢が, ��歳ぐらいのと
きに実はできているように思います｡

浅田 それは, 研究者としては, いいです

ね｡

平井 東大と早稲田を受けたときは, もう

本当にひどいんですよ｡ 早稲田は全国で一番

最初の授業料値上げ闘争で大紛争になってお

り, 連日テレビで放映されていました｡ 私が

政経を受けたとき, 前日に, 学生運動の団体

が会場を占拠してしまい, 試験が危なかった

んです｡ それで, これはどうなるんだと思っ

ていたら, 機動隊が入って会場の確保ができ

たということになりました｡ あれは東西線か

な, 早稲田の駅を降りたら, もう階段を上っ

た最初のところから大隈講堂まで, 機動隊が

二列に並んでいて, 受験生はその間を通って

受験に行くというのが, 一番最初に受けた受

験の洗礼です｡

浅田 僕が受けたときもそうですよ｡ だっ

て, 僕が受けた１年前に川口君殺害事件があ

ったわけですよ｡ だから, 試験を受けた当日

も, まさに正門の前の道路の両脇に機動隊の

車があるじゃないですか｡ 機動隊のトラック

が｡ もう機動隊の車がずらっと｡

平井 あともう一点だけ, やっぱり私は理

論でやりたいと最初はずっと思っていたので

す｡ それで経済学史には特に興味はなかった

のですが, 何でそっちに行ったかといいます

と, ２つ理由があって, 第１に, 根岸先生も

その頃から経済学史にかなり興味を持ち始め

たということがあり, 第２に, 早坂忠先生が���� (�������������������������)
という経済学史の研究会を主催しておられて,

それでこっちに来いということになり, 駒澤

に入ってからそれに参加するようになりまし

た｡ それがきっかけで, 元々そういう見方と

いうか, 経済学史的な見方というのは, 発想

自体は嫌いじゃなかったから, やっているう

ちにだんだんとそっちの方にはまっていった

という次第です｡

黒木 ����は結局, 最後はどうなるん
ですか｡

平井 作ったときは, 例えば, 日経新聞な

んかからお金も出ていて, ちょっと関係があ

ったんです｡ だけど, あるときから関係が切

れたのと, 内部でもいろいろ問題があったり

したこともあって, 最後は自然消滅しました

ね｡

黒木 そうなんですか｡ 自然消滅ですか｡

何か１回か２回, 出た記憶は何となくあるん

です｡

平井 会報も出ていました｡

黒木 例の白桃書房から出された最初の本

は, 駒澤の時代？

平井 あれは, 私が駒大にいたときに一生
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懸命やった思い出深い本ですね｡ まだ中途半

端なところで終わっているのですが｡ 駒澤大

学では先輩の先生から大変可愛がってもらっ

たことが, 深く印象として残っています｡

黒木 京大のゼミのときに, 瀬地山先生が

その本を輪読に使いました｡

平井 そうなんですか｡ それは光栄の至り

です｡ 瀬地山先生による書評が, 理論・計量

学会の機関誌に出ているのを読んだことを鮮

明に覚えています｡

黒木 そう｡ ちゃんと読まされました｡ そ

の時の印象は, 平井さんという人は結構, 新

古典派の人かなと｡ うろ覚えですが, 多部門

の一般均衡でやっていて, それをどういうふ

うに集計するかとか, そういう印象が初めは

あったの｡

浅田 でも, どうして専修大学に移ったの？

平井 近代経済学史を新しく作るから, と

言われて｡

黒木 それは, 早稲田でもありましたよ｡

近代経済学説史｡ 確か柏崎先生だったかな？

浅田 あった, あった｡

平井 それは専修大学になかったので新設

でつくって, それを担当しろと｡ もう最初か

ら正統的な経済学史と別に, 新設の何かつい

でに付け足したみたいな感じがなくもない科

目として｡ 近代経済学史｡ 上記のような次第

で, 私も経済学史関係のことに関係する機会

が増えていたことが影響していると思います｡

渋谷駅近くの店で, 吉澤芳樹先生, 早坂忠先

生と面談したことを覚えています｡

浅田 だって, 当時は経済学史というと,

マルクスで終わっちゃうから｡ マルクスより

新しいことはやらないんだよ｡

黒木 そう｡ アダム・スミスからマルクス

まで｡

浅田 アダム・スミス, リカードウ, マル

クスで終わっちゃうんだよ｡

平井 それこそ, 内田義彦先生とか, 大御

所たちがいらっしゃったから｡

浅田 だから, それ以降は近代経済学史と

か, 別の科目をつくらないとやっていけない｡

平井 それでやっぱり経営学部より経済学

部でやったほうがいいだろうという気持ちが

あったから, ｢じゃあ, お願いします｣ みた

いな形で, 僕は専修に移って｡ 専修にほぼ��
年ぐらいいたかな｡ あのときは随分といろん

な先生に可愛がってもらって, 中村秀一郎先

生, 正村公宏先生, 鶴田俊正先生を中心とし

た研究グループがあって, いろんなところで

合宿をしました｡ 専修大学にいるときには,

『一般理論』 の形成史をめぐる研究に夢中で

した｡ その後, 私は上智大学に移ることにな

りましたが, これは兼光秀郎先生から, 電話

を頂いたことがきっかけでした｡

黒木 ｢ヘンダーソン ＝ クウォント｣ の兼

光さん経由で？

平井 電話がかかってきて, ｢平井さん,

ちょっと会いたいんだが, いい？｣ と言われ

て, ｢新百合ケ丘で会いましょう｣ というこ

とになった｡ 何だろうと思って行ったら, や

はり根岸先生との関係で上智大学に誘われた

という次第です｡ その頃, 東大出版会から出

した 『ケインズ研究』 に好意的でした｡

黒木 最後になってしまうんですが, 今せ

っかく経済学史の話が出たんで, その話を｡

僕も理論研究では, 浅田さんが先鞭 (せんべ

ん) はつけておられたが, 景気と負債累積の

連関という問題をずっとやって来て, 取りあ

えず, もう打ち止めみたいな感も実はあって,

例えば, 野下さんは現状分析とか制度分析と

か, そちらのほうに深掘りされていかれたん

だろうが, 僕は現実をしっかり見て分析する

というのは実はあまり得意ではないので, ち

ょっと歴史のほうに戻ろうと｡ そういう意欲

というか, 興味が出てきたんです｡ 実は, 突

然というわけではなくて, 学部生のときの授

業に, 私の付いた西川先生のお師匠さんであ

る山川義雄先生という偉い先生がいて, その

先生は学説史の専門家で, フランスの��世紀
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のケネー前後を専門にしていた人ですが, そ

の先生と, 京大の菱山先生の影響で, 自分と

しては, ケネー前後に興味がずっとあったも

んだから, それが立教に移ってから, また復

活しまして｡ 菱山先生もスラッファ研究に携

わる前後ぐらいまでは, ずっとフランスの重

農学派を中心に研究され, 立派な本も出され

ていましたから (『重農学説と ｢経済表｣ の

研究』), その影響もあるんです｡ 立教に来て

から間もなくケネー研究, 現代経済学から見

たケネー研究ですが, それに取り組んだんで

す｡ そのときに初めて����� (ヨーロッパ
経済学史学会) から声が掛かって, ちょっと

一回出てくれ, と｡ おそらくパシネッティ先

生経由なんだろうが, 亡くなってしまった,

ミラノ大学のポルタ教授から誘いがありまし

て, そのときに初めてポルトガルのポルトで

開催された学会に出て報告しました｡ それ以

来, �����の大会にはよく出席するように
なりました｡

平井 ポルト, 私もいました｡

黒木 ケネーのモデルは金額のモデルで,

数量体系と価格体系が分離していないので,

仮に分離してみて, つまりスラッファタイプ

の投入係数を明示してみたらどういうモデル

になるかというテーマで話をしたんです｡ マ

ルクスのモデルとの関連で, ずっと部門間利

潤率に興味があったんで, ケネーのモデルで

はどうなるのか, と｡ ケネーのモデルは周知

のように部門間で剰余率が異なり, とりわけ

商工業部門では剰余率がゼロのような, そう

いうモデルだと｡ じゃあ, そこに均等利潤率

が成立したらどうなるかという発想でモデル

化してみたら, ケネーの体系はもう根本から

話が崩れるというか, 農業だけに剰余が生じ

る, ということは必ずしもいえないといった

論文を書いて, �����でも報告したんです｡
新しい試みの一つとしては, リニアプログラ

ミングの手法を応用しました｡ それ以来, フ

ランスの経済学の歴史について興味がずっと

深まりまして｡ ケネーの前にカンティロンと

いう人がいるが, カンティロンのアントルプ

ルヌールシップというか, 企業家精神という

アイデアは, 非常に面白い｡ シュンペーター

なども評価しているんです｡ それから, 恥ず

かしい話なんですが, チュルゴについて, 僕

はケネーのいわゆるエピゴーネンというか,

単なる弟子ぐらいだろうと勝手に思いこんで

いて, フランス人の, 前から名前だけは知っ

ていて関心があったファッカレロと話をした

とき, つい ｢チュルゴは結局, ケネーの弟子

筋なんですよね｣ と言ってしまった｡ そした

ら ｢とんでもない, 君｣ とか言われて, ｢も

う全然ケネーやフィジオクラートとは違う｡

チュルゴはスミスに近いというか, スミスの

先駆けなんだよ｣ と教えられた｡

野下 ファッカレロというのはイタリア系

の名前みたいに思うが｡

黒木 血筋はやっぱりイタリア系みたいで

す｡ でも, フランス人ですが｡ とにかく ｢あ

れ？｣ ということで, もう一回, きちんとチ

ュルゴの 『富の形成と分配に関する諸考察』

(����年) を読み直したら, 全然自分の浅は
かな理解とは違っていて, すごい人だなと思

って｡ 極論すれば 『国富論』 に書いてあるこ

とを, 既にチュルゴが��年前にほとんどすべ
て言っているじゃないかと｡ しかも, 非常に

コンパクトな中に, 理論的に鋭い形でまとめ

られていて, すごい人だなと思って｡ それで,

今はチュルゴ研究をやっているところです｡

金融論との関わりでいうと, やっぱりちょ

うどその時代, ��世紀の初め頃に, フランス
でも中央銀行に相当するものができます｡ す

ぐに崩壊してしまうわけですが, それはジョ

ン・ローの実験と言われるものの一環ですね｡

だから, 今, 歴史の中で興味があるのは, や

っぱりローの実験と失敗の経緯｡ ローの紙幣

発行論というか, あれは一種の内生的貨幣供

給論なのか, 実際は外生的な貨幣供給なのか,

なぜうまくいかなかったのか, あるいは, う
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まくいく可能性というのは本当にあったのか

どうか｡ その辺はもう少し勉強したいなと思

っています｡ 今, 話題の���理論 (現代

貨幣理論) にも通じるところがあるかもしれ

ませんね｡

野下 話はマルクス経済学の現状の問題に

なるけれど, 一番不満なのは, みんなが投機

家のような行動をとるようになった現代にお

いて, いまだに実物経済の分析に固執してい

ることにある｡ 実物経済というのは経済の必

要条件であることは確かだけれど, それだけ

では経済を捉えることはできない｡ 経済価値

というものが, 何らかの有用物を生み出した

人間努力の社会的貢献度を市場で価値評価し

価格付けすることによって生み出されるとす

ると, 実物経済の経済量体系は, 生産され市

場で実現した結果の価値を集計した体系｡ と

ころが, 証券価格, 特に株式価格の集計量と

して現れる経済量は, 将来の価値生産性に対

する投資家による期待の表れ｡ その期待に基

づいて価値評価したものが, 証券市場で価格

形成され, 価値が創造される｡ だから, 原理

が全然違うわけね｡ あちらは結果であり, こ

ちらは将来の期待｡ あえて言えば, 実物商品

が結果としての肉体労働の塊りとすれば, 株

式などの金融商品は, 萌芽的な技術や経営能

力というような将来の結果がどうなるか分か

らない精神的な労働に対する投資家の期待,

価値評価を体化している｡

実物商品と金融商品の違いについては, ベ

ンサムのスミス批判がおもしろい｡ スミスは

実物商品に体化した労働の価値だけを認めて,

起業家の情熱や未完成のアイデアとかの役割,

つまり, いまだ商品として実現していない人

間の精神活動の意義を認めない｡ つまり, そ

れら精神活動が価値を形成する可能性を一切

認めなかったんだ｡ 対象的に, ベンサムは逆

に, 精神活動が生産労働に先行するんだと主

張してスミスを批判する｡ 実際, ��世紀から,
イギリスは戦争やなにやらのために国債を大

量発行する｡ それに続いて, 運河や道路, そ

して鉄道など産業革命のインフラ整備のため

に社債や株式も発行されてくる｡ その結果,

そうした証券への投資から所得を得て生活す

る証券投資家層が大量に生まれてくる｡ ��世
紀末から��世紀初頭の産業革命期においてす
でに, 農業経営者でも商工業者でもでもない

証券投資家という資本主体が大量に存在し,

経済の運動に影響するようになった｡ とする

と, 結果としての価値だけしかないスミスの

経済学というのは, 将来に向けた精神活動,

つまり物を作る前のアイデアとか創意, 後に

シュンペーターが強調するようになった企業

家精神, そして, それらの精神活動を証券と

して商品化したうえで価値評価し資金供給す

る証券投資家を無視したうえで構築されたも

のだ｡ 無視したというのが言い過ぎならば,

過小評価した上で成立した経済学だったわけ｡

先ほど話が出た内田さんの 『経済学の生誕』

は僕も学生時代に読んで本当に感動したけれ

ど, 最近, スミスによる経済学の誕生とは,

商工業者のための経済学の生誕だったと思う

ようになった｡ 証券投資家の重要性を考慮し

たもう一つの経済学の生誕がありうるのでは

ないか｡

黒木 資本家はいても, 起業家, 企業家に

関わる投資行動とかは出てこないからね｡

野下 新しい技術, 企業を始めるとかね｡

浅田 その問題は, リカードウとかマルク

スにも受け継がれているよね｡

黒木 古典派は, 実物的なんだよ｡

野下 そう｡ 実物経済は生産された結果で

ある有用物を市場で人々が価値評価しながら

売買し, 長い時間をかけて一物一価に収斂す

るような世界｡ 置塩さんのあまりの成功体験

のため, 今もマル経は実物的世界の分析を精

緻化することが至上の課題と思っているよう

なところがある｡ しかし, 実物経済の世界で

は, 利害対立や摩擦, そして様々な束縛があ

って, 価値などの経済量の固有値は時間のか
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かる試行錯誤の結果として決定される｡ こう

した世界の作用を分析するには, 労使関係や

需給関係などの経済力の機械的作用原理が最

も適している｡ もっとも, 実物世界をニュー

トン流の遠隔作用で捉えようとする人もいる

が, 時間の経過をともなう過程が見えなくな

る｡ 一方, 僕が問題にしたいのは, 欲望や期

待, そして熱意などの商品化できない精神活

動と, それを株式として商品化して売買する

証券投資家の世界｡ 精神活動とそれを価値評

価する証券投資家が織りなす世界は, 投資家

の期待によって左右される｡ 確定的でなく,

ふわふわした不確定な世界だ｡ つまり, 古典

的なニュートン力学や解析力学ではなく, 価

値や変化量が不確定な量子力学的な世界だ｡

浅田 それはケインズの世界なんだよ｡

野下 ケインズもそうだが, もっと前, ス

ミスと同時代のベンサムが直感した世界｡ そ

うした不確定の世界に対して, 物財を作った

り運送したりする実物経済は, 労働力と物的

資源の工学的依存関係に支配される世界で,

頭で考えただけではうまく行かない｡ そもそ

も選択行動の自由度が制約されているので,

過去からの経験が重要性をもった機械的作用

原理が支配する世界なんだ｡ 僕がミンスキー

派の人たちの金融不安定性仮説に馴染めない

のも, 彼らが, 投資家の期待に支配される不

確定な経済を分析対象としながら, カレツキ

アン・モデルの上で産業企業の資金調達行動

だけに焦点を当てる点にある｡ だけど, 今日

の経済の運動は, 企業内部やネット上など様

々な場所で創造される人間の精神活動 実

物商品の生産に用いられる労働に対して精神

労働と呼んでもいいと思うが と, それら

を株式などの形で商品化して価値評価する証

券投資家の行動に大きく影響されている｡ 物

財の生産にしても, 証券投資家が生産プロジ

ェクトを価値評価し, 企業経営者にゴーサイ

ンを出したり, 新興企業の株式に資金を投資

したりすることからはじまるようになってき

た｡

実は, そうした精神活動の重要性は, いま

にはじまったことじゃなく, 昔からあったけ

れど, 株式市場が未発達な時代には株式や社

債のように商品化されなかった｡ そのため,

企業内部に隠蔽されて表に出てこなかっただ

け｡ 古典派においては, 精神労働の役割は企

業活動の暗黙の前提とされ明示的にとりあげ

られなかった｡ 精神労働の役割や生産に対す

る先行性を経済学はあらためて発掘する必要

があるんだ｡

古典派的枠組みでも, 銀行などの貸出や貸

出利子は分析考慮できるけれど, 貸出は基本

的に融資企業の業績に依存するし, 利子は企

業収益からの控除となる｡ また, 企業内部の

精神労働の価値評価も銀行内部の主観的なも

ので, 市場での価格形成につながらない｡ 現

代のマルクス主義も古典派の枠組みにとどま

っているので, 精神労働の商品化や価値評価

の問題はスルーして, 実物的な因果関係を精

緻化することがネオクラシカルを克服できる

唯一の道だと思っているようにみえる｡ 他方,

ネオクラシカルは実物商品と金融商品の違い

についてはお気楽で, 頭で予想したり考えた

りしたことが金融商品だけでなく実物商品に

ついてもすぐに実現できると想定する｡ 価値

論でいえば, 実物商品に体化した価値はなく,

金融商品に体化したポテンシャル価値だけを

価値と捉え, 一般均衡の枠組みを使って経済

全体を分析する｡ 実際の生産現場で期待通り

にいかず工学的解決を要する障害が絶えず発

生するけれど, そうしたことはネオクラシカ

ルでは実物経済の重要な問題とされない｡ 最

適化がつねに可能だと仮定される｡ 確かに,

そうした方法によって, 現代の株式市場など

の動きや作用を分析できる枠組みが提供され

るという面があるけれど, 価値論レベルから

みても理論的に不完全で正確な分析はできな

い｡ だから, 置塩流の実物経済の精緻化だけ

がネオクラシカル克服の道じゃない｡ 様々な
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証券投資家の欲望や期待に主導されて動く現

実経済をどう理論化するか, その上で, 実物

経済の因果関係に基づく世界とどう統合する

か, そして世界を人々の役立つように改革す

るにはどのような政策が必要かを考えること

が重要じゃないかと思う｡

浅田 スラッファ自身は, そういうふわふ

わしたものを徹底的に排除して, あんな体系

を作っちゃったわけで｡

黒木 そう｡ だから, スラッファの中に人

間というのは出てこない｡ それが塩沢さんな

んかの読み方なんだよ｡

浅田 そうしたアプローチは, リカードウ

やマルクスの中にもある｡

野下 古典派的経済学では, 株式市場を動

かしている欲望とか期待とかの不確定な要因

が, どんな経済的役割を担っているのかわか

らないし, 分析できる枠組みもない｡ 精神労

働とそれを価値評価する主体の経済的意義を

埋没させたまま物財生産の仕組みを考えるの

が実物経済学, あるいは古典派的枠組みなん

だ｡

浅田 だけど, 実物とそういうふわふわし

たものが結び付いているのが経済であって｡

物を食ったり, 着たりなんかというのは実物

なんだよ｡

野下 アリストテレスやトマス・アクィナ

スが人間は社会的動物だと言ったけど, 人間

はそれにとどまらない動物だよねぇ｡ ガウデ

ィは役にも立たないカテドラルを造って｡ つ

まり, 人間は想像し考える社会的動物である

ということがまずある｡

浅田 でも, あれもアイデアを実物化した

から, ああいう形になった｡

野下 ただ, 今の日本では, ねぇ｡ 講義で,

こちらが若者は欲望や情熱がなくちゃ駄目だ

というと, うちの学生曰く, もう去勢されま

した, と｡ 結局, そういう欲望なんかも将来

の展望や期待がなくちゃ湧いてこない｡ 新規

事業にしても, 政府が補助金で甘やかせて引

っぱってもうまくいかない｡ クールジャパン

のような経済産業省のプロジェクトや農業振

興の官民ファンドなどのほとんどは失敗した

んじゃないかなぁ｡

浅田 それはアニマルスピリットに働きか

けようとした？

野下 アニマルスピリットの喚起なんかで

きたっけ？ やはり, リスクをとらない人た

ちが引っぱると, 事業の価値評価が甘くなる｡

ボラティリティーがつきものの市場での価値

評価を恐れて, 政府主導で操作していること

が逆にアニマルスピリットを喪失させている｡

単に, 権力主導のプロジェクトに参加して金

をもらえばよいという雰囲気を醸成してしま

った｡

浅田 だから, アニマルスピリットは去勢

されている｡

黒木 そろそろ, まとめに入っていきたい

が, 浅田さんは現代経済学という観点から見

て, 今の経済学教育をどう思いますか｡ あな

たは, まだ現役でいるわけだが｡ 物足りなさ

とか, いや, ある程度ちゃんとしてきて, い

いんじゃないとか｡

浅田 結局, エスタブリッシュされた議論

というのは, やっぱり教育しないといけない

と思う｡ つまり, 異端派は格好いいというよ

うな風潮があって, 既存の理論を批判したり

することが格好いいという風潮があるが, そ

もそも学生は何も知らないから, 例えば,

｢正統派は駄目なんだ, なぜなら｣ とかいう

ようなこと言われたって, 共感できない｡ 学

生は駄目だということを言われている正統派

が何なのかを知らないんだから｡ つまり, 自

分が知らないことを批判されて, 共感するわ

けはないよね｡ だから, まずは何が正統派で

何が多数派なのかというのは教育した上で批

判しないと, そもそも伝わらないと思うんだ

よ｡ だけど, 元々学生なんて, そんな理論的

なことにほとんど興味がないから｡ それは僕

らが学生の頃からそうですよ｡ いくら教育を
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したって, 本当言って, ���教育すれば��も
伝わらないね｡ その繰り返しだが, でも, そ

れでもやるしかないんだが｡

平井 私が一つ思うのは, 進化するために

は, もちろん知的な分業というのが必要だが,

しかし, 一つ大事なことは, 研究者としてや

って行きたいなら, 自分が一番やりたいと思

うテーマ, これを絶対に見つけなきゃ駄目で

すよ｡ それは, 先生に教えてもらったからと

いって得られるものでもないんです｡ 各々違

うんだが, 自分はこれだと思うようなもの,

これを見つける｡ そうすると, 半ば成功とは

言わないが, かなり成功で, そうすると, こ

の問題はどういうふうに解決するかみたいな

ことを考えながら, いろいろ読んだりすると,

ある瞬間にはっとそのテーマと何か関連する

ようなことが, それは一種のひらめきですよ

ね, それが出てきたり｡ 当然メモを取ったり,

いろんなことをしながら, テーマを膨らませ

ていく｡ それが多分, 研究ということだと思

うんです｡ だから, 大学院生あたりで優秀な

人は, そういうことを意識してやらなきゃ駄

目だと思う｡ それが最近の若い人には若干欠

けているかもしれないと思ったりすることは

あります｡ それから, もう一つは, 私なんか

よりさらに前であれば, もうちょっと大まか

なものの見方みたいなことの教育が許された

のが, 今はカリキュラムとかにしてもそうだ

が, シラバスが何かめちゃくちゃ細かくなっ

ていて｡

黒木 そう｡ ��回ちゃんと書けとかね｡ 半
期��回｡
平井 だけど, あれ自体があまりにも画一

的に細かいことを形式的に要求し過ぎている

わけで, そうじゃなくて, もっと学生は大ら

かに物事を考えるような知的空間の余裕, こ

れを逆に持たなきゃいけないと, 私は思って

いるんです｡

浅田 あれは結局, 文科省が妙な締め付け

をして, 特に私立大学なんかはそれに事務室

が戦々恐々としているから｡ ｢文科省がこう

いうことを命令しているので, 先生, こんな

シラバスじゃいけないので, 書き直してくだ

さい｣ とか言って, やらされるわけですよ｡

あれは本当に嫌な話で｡

黒木 一つは, 浅田さんが言ったみたいに,

批判するにしても, 批判する対象がある程度

きちんと分かっていないと, 批判することに

ならない, と｡ まともな批判ができるように

はならない｡

浅田 例えば, ��・��なんか駄目だとい
う批判をしたい人がいても, そもそも学生は��・��が何のことか知りませんから｡
黒木 それにしても, 一般均衡理論にした

って, やっぱりある程度のフレームワークが

分かっていないと, それは現実とは違うじゃ

ないかといっても, まともな批判にならない

と思うんですよ｡

平井 ただ, 細かい専門知識だけをいっぱ

い身に付けても伸びない可能性があると思う

のね｡ 要するに, もう一方で, ちょっと幅広

い見方をするような教育の機会みたいなのが

あってもいい｡ 例えば, 哲学でも何でもいい

から, 考えるような時間があると, 結局, 細

かいことをやっていても, あるときに, それ

とここでやったことが生きてくるみたいなこ

とがあって｡ 今は, そういう教養教育, リベ

ラルアーツを基本的には排除するみたいな風

潮があって｡ そこが問題と思うのですよ｡

黒木 それは駄目なんですよ｡ だから, そ

ういう意味では, 例えば東大の駒場みたいな,

教養部というんですか, あの存在価値は, 実

は非常にあると｡ 今の時代だからこそ, 私は

あると思っていて, その点, 我が立教では,

リベラルアーツの教育を重視している｡

平井 東大の教養がうまくいっていたとは

思わないが, だけど理念としてはあり得る｡

黒木 理念としてね｡ 一応, 立教でも, 理

念の枠しか出ていないかもしれないが, でも,

リベラルアーツということを非常に強く訴え
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ているわけです｡ だから, そういう意味では,

やっぱり教養の土壌というのは, 専門教育を

する上でも, 専門馬鹿をつくらないためにも

非常に重要だと思うんです｡

浅田 でも, 専門馬鹿というほど, みんな

一生懸命, 専門を勉強してるかというと, 誰

もしていないんだが｡ 専門馬鹿というほど,

みんな真面目に専門を勉強してくれれば, 今

よりましだと思うが｡

野下 今まで, 平井さんがこんなに苦労し

ているとは知らなかった｡ 慎重で真面目と思

っていたから｡ でも何か問題意識があって｡

平井 だから, 問題意識というのはすごく

大事です｡

野下 日本は, 何でこんなに閉塞状態にあ

るんだろうか？ やっぱり日本社会に充満す

る雰囲気に問題があるんだろうね｡ 本来は自

由な精神の交流空間であるネットが, 去勢さ

れた若者たちを生み出す一方で, 公然たる嘘

やヘイトを広め, ネガティブ情報を煽って燃

え上がる｡ 政府が情報を隠蔽したりしている

ので仕方ないか｡

浅田 でも, ����年代, ��年代が今より良
かったとか面白かったとは思わない｡ いろん

な面で今のほうがはるかにましだと思うよ｡

黒木 とにかく僕の立ち位置というのは,

マル経・近経を問わず, 全てを疑ってかかれ

と｡ 全てを疑え, と｡ そこから何かきっかけ

が開かれるというか, そういう気持ちでいつ

もいるんです｡

浅田 マルクスが全て疑えと言ったが, 自

分を除いて全て疑えと｡

野下 マルクス死後, 彼の著作が聖書のよ

うに扱われるようになったのが問題であって｡

平井 基本的には, いろんな人の意見を一

応聞いてみるみたいな, 要するに, すぐに評

価するんじゃなくて, 一応聞いて, 理解とい

うか, 客観的に見るみたいな, そういう余裕

があった方がいいと思います｡

黒木 だから, 僕が言う, 疑え, というこ

とは, 否定するということじゃないんですよ｡

アウフヘーベンというか｡

平井 私は, 知の炎みたいなもの, これが

やっぱり自分の魂の中にないと, と思います｡

あるいは, それがあるということは, 結局,

問題意識があるからということでもあります

が, 個人の研究者としてやっていく上では,

それがやっぱりとても大事だと思いますね｡

その関連で一言申しますと, 今回の座談会

の参加者は全員, 創設以来のケインズ学会の

幹事なわけですが, この学会の大きなスロー

ガンは ｢ケインズのスピリッツに則り｣ とい

うものです｡ 彼が行ってきた領域自体, たん

なる経済学ではまったくありません｡ 経済学,

経済政策, 社会哲学, 経済思想, そして政治

哲学, さらには数多くの国際体制の構築, 福

祉国家構想, 哲学などなど, 挙げればきりが

ない領域を包摂してます｡ 当学会では, こう

した領域をすべて研究対象にするという意味

で懐の深さを重視しています｡ これは ｢……

主義｣ という主張を唱えて他の考え方を排除

するという態度とは異なります｡ 先ほどの議

論の中で広範な思考経験の重要性ということ

が強調されていましたが, それに通じる通念

をケインズ学会では重視しています｡ ケイン

ズ学会の会長として, 多くの若い研究者の参

加を期待する次第です｡

黒木 皆さん, 本日は, 長時間にわたる議

論, 本当にありがとうございました｡

私の退職を記念する大変有意義な座談会に

なったと思います｡

黒木龍三先生の人と学問 ���
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